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兵庫県淡路島南部における
溜池群の陸水生物学的研究

Limno・biological Studies on the Artifically Constrocted Ponds (μTa mふ
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ト緒言

兵庫県淡路島は瀬戸内海東部に位置し、面積598.81均 2
で、瀬戸内海では最大の島である。淡路島と本州とは紀
淡海峡、明石海峡により、また四国とは有名な鳴門海峡
によってわけられ、島の西側は瀬戸内海( 播磨灘〉に面
し、東側は大阪湾に接しているo 地質的には六甲山脈と
閥系列の火山帯によってできた一つの地塁で、島の南部
は和泉砂岩層で、その基盤をなすものは鈴家花関岩より
なり、島の北部は本地質よりなる。また北部は比較的山
岳地帯が多く、南部は三康平野がひらけているが、その
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南側には論鶴羽山系が東西に走り、ほぼ中央部に島内最
高の諭鶴羽山( 標高60B.3m) がある。
淡路島は河川lが少なく、従って農業用水確保のため島
内至るところに大小の溜池がつくられ、約 300個以上も
あり、そのうち南部に存在するものは 1∞個以上、一部
は淡水魚の飼育にも利用され、極めて重要な役割をしめ
ているが、従来これら溜池群の陸水生物学的研究はなさ
れておらず、著者は1963年より継続してこれら溜池若手の
うち比較的大型の溜池 9つをえらび陸水生物学的観察を
行なっているが若干の知見が得られたので、ここにその
概要を報告する次第である。調査は今もなお続行してお
り、さらに資料がまとまり次第、次の機会に発表したい
所存である。
稿を草するにあたり種々有益など指導を賜わった北海

道大学教授元田茂博士ならびに北海道大学助教授川村輝
良博士、また本研究の遂行にあたり貴重な文献を多数ご
恵贈いただき、有益なご助言をいただL、た大阪学芸大学
水野寿彦博士ならびに京都大学理学部大津臨湖実験所山
元孝吉博士、奈良女子大学渡辺仁治先生、また公私とも
にご支援をいただいた元兵庫県立三原高等学校長林正明
先生( 現兵庫県立夢野台高等学校長) および三原高等学
校講師槌賀安平先生、兵庫県立兵庫高等学校室井綜博士
に対し衷心より深く感謝の意を表するものである。
さらに本研究遂行に際し終始ご激励をいただき有益な
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ご助言を賜わった元北海道大学教授・現兵庫県民生部長
細井三郎先生、北海道大学教授山田真弓博士、北海道大
学幼教授近江彦栄博士、また採集には兵庫県立三原高等
学校生物F ラブ生徒諸君の積極的な支援を得た。ここに
記して深甚なる感謝の意を表する。

II. = * 邦におけii人工湖及び溜池の研究の概要

本邦における湖沼の研究は吉村信吉博士によって始め
られ、その後今日まで幾多の先輩諸賢によって各地の大
小の湖沼について貴重な調査研究がなされているが、し
かしそれらの報告の大部分は天然の湖沼を対象としたも
ので、人工湖に関する調査研究は最近の電力開発の波に
のり全国至るところに人工湖がつくられ、さらにそれら
の人工湖に水産増殖上の見地からの基礎的な調査、また
は陸水学的見地から次第に調査研究がなされるようにな
っTこ。
本邦における人工湖の研究は、倉茂 (1932) の宮波の
お壕の研究のほかに、酒井( 1933. 1934)の村山貯水池、
山口貯水池の研究、さらに小島 (1948 a， 1948 b. 1949 
a. 1949 b ， 1949 c. 1956) による山口貯水池および相
模湖の陸水学的研究があり、貯水池のプランクトンの水
平、垂直分布、濁度の機構を明らかにし、元自 (1950)
は北海道雨竜貯水池のプランクトンの分布を観察し、出
現プランクトンから富栄養化の傾向が強いことを指摘
し、上野( 1952) は人工湖におけるプランクト γの発生
と変移について研究し、湛水直後と溢水後数年を経過し
たプランクトンではかなりの変移が行なわれた後安定す
ることを指摘している。松井、赤築( 1952) は人工湖小
野湖について調査し、小野湖の透明度が極度に小さいこ
とを報告し、白石、徳永、古田、北森( 1953) は人工湖
相模湖の陸水学的研究を経年にわたって行ない、特に動
植物プランクトンの経年変化について詳細な報告がなさ
れてL、る。また111村も安楽 (1957) は人工湖糠平潟の陸
水学的観察を行ない、さらに江口、黒萩( 1958) は雨竜
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人工湖の湖沼条件を明らかにし中栄養型であることを報
告し、山口、山元 (1958) は人工湖、三浦湖の陸水生物
学的研究を行ない、本湖の優占種は Dinobryon，Vol-
vox， Bosmina， Polyarthra trigla であることを明か
にした。また黒萩( 1959 a ) は再び雨竜人工湖の湖沼条
件について調査し、本湖形成後のプランクトンの変移を
調べ湛水後10年目で13種から15年目には23種とほぼ 2倍
程度増加し、その種類は校角類、輪虫類が多いことを明
かにした。また黒萩( 1959 b ) は人工湖糠平湖の湛水開
始の翌年に調査し動物性プランクトン 6種、植物性プラ
ンクトン11種で、庄藻が大部分であり、量的にも極めて
貧弱なことを報告している。また江口、黒萩( 1959) は
宇津内人工湖の陸水学的調査を行ない、本人工湖の実態
を明かにしたっ本湖は中栄養瀕に属し動物性プランクト
ンの優占種は Bosmina longirostris， Cyclops vicinus 
であり川村( 1960) は人工湖穣平湖の 5 カ年にわたるプ
ランクトンの変移について詳細な研究を行ない、動植物
性プランクトンは年とともに増加の傾向を示すことを明
かにした。江口、長内( 1962) は二股人工湖の湛水 4 カ
月後に調査を行ない、将来富養型に移行の傾向にあるこ
とを指摘し、 AsPlanchna sp. が優点することを報告し
ている。また水野、鉄JII (1963) は兵庫県にある人工湖、
東条湖と引原ダムの陸水学的調査を詳細にわたって行な
い本湖の実態を明かにした。特に東条湖の透明度は極端
に小さしまたp Hは表層 7.0、底層5.8で、動物性プラ
γクトンは植物性フ。ランクトンに比べ圧倒的に多く、優
占種は Bosmina longirostris， Bosminopsis deitersi， 
Conochilus unico門 llS が多く、引原ダムは湛水後 5 カ
年を経過した後でも栄養塩類は乏しく、プランクトンも
東条湖に比べ貧弱であることを報告しているが、しかし
本湖に富栄養湖に出現する Anabaena circinalis が鏡
産することは特異的な性状である。また千葉( 1964) は
京都府にある大野ダム湖の陸水生物学的調査を行ない、
湛水後 1年後から調査を始め、プランクトンの周年変移
について報告し、輸虫類が多くかなり富栄養化してお
り、湛水後、 1mもない人工湖では極めて稀な例である。
さらに江口、長内( 1964) は清水沢人工湖の調査を行な
い、その実態をIliJかにし、本湖は湛永後20年を経過し中
栄養型に属し、校角類、輸虫類、原生動物が多く、特に
Polyarthra， Bosmina， Eudorina で低地富養性の湖沼
に出現する種が多い事を報告している。
本邦におけるi l i ' l 池に関する研究は、一般天然湖沼の研

究に比べ極めて少なく、渡辺( 1952) が都介野村( 大和
高原) の28の溜池について詳細な調査を行ない、特に地
質とプランクトンの関係について報告し、都介野地方の
池は会栄養型のものから腐植栄養型へと移行しつつある
ことを指摘じ、水野 (1952) は大阪府下西方の溜池の水

質とプランクトソの関係について研究し、府下北部の溜
池に比べ C a イオンの少ないことを報告し、プランクト
ンは Bγ'achionus caliciflourus， B. angularis， Mic-
rocystis aeruginosa などが多く、かなり富栄養化して
いることを報告している。また森( 1954) は高松平野の
溜池のツヅミモを調査し、その分布を明かにした。特に
海岸近くの汽水や石灰分の多い土地にはツヅミモはみな
いことを報告し、水野( 1954) はさらに四国の北部地方
の溜池の水質とプランクトンについて詳細な調査を行な
い、松山地方では Bosminopsis deitersi， Eodiaptomus 
japoni叫ん Brachionus angularis が優占し、丸亀地方
では Keratella cochlearis， K .  cochlearis var. tecta， 
K .  valga で、高松地方では Brachionus calyciflorus， 
B. angularis， Asplanchna pγiodonta などが優占し富
栄養性の溜池の多いことを報告している。さらに渡辺
(1954) は吉野川流域ならびに下北山近辺の溜池のプラ
ンクトンを調査し、植物性プランクトンの生産は極めて
貧弱であり、大部分の池は微酸性で、輸虫類の種類は多
いが量的に少ないことを報じ、水野( 1955) は瀬戸内海
に面した兵庫県播磨灘地方の溜池の水質とプランクトン
について調査し、優占する種は AsPlanchna priodonta， 
Bosmina longirostγis， Dinobryon diveγ-gens などを報
告している。また渡辺( 1956) は奈良県北葛城郡二上村
付近の溜池を調査し、水色の白濁は貧栄養型の粘度栄養
相に属し、代表種は Conochilus unicornis， Dathni a  
tulex， Cyclops vicinus， Eodiaptomus jatonicus であ
り、水野( 1956) は、さらに瀬戸内海に面する地方の溜
池について調査し、岡山県にある溜池には Sinodiatto・
mus sarsi， Cyclops vicinus， Bosmina longirostγis， 
Chydorus sPhaericus が多く、広島県にある溜池では
Asplanchnapriodonta， Keratella cochlearis， Basmina 
longirostγis， Dinobγyon divergens が優占し、大分県
の溜池では Conochilus dilatata， Bosmina longirost-
γis， Bosminopsis deitersi， Dinobryon が優占するが、
種数としては植物性プランクトンが圧倒的に多いことを
指摘している。また水野 (1957 a， 1957 b ) は瀬戸内海
に面する地方の溜池を調査し、さらに水野( 1958) は瀬
戸内海に面する地方の溜池の植物性プランクトンについ
て、同じく水野( 1959) は大阪府下の溜池に棲息する動
物性プランクトンについて報告し、また水野 (1961)は一
本邦各地の溜池の陸水生物学的研究を詳細にわたって行
ない、特に水質とプランクトンの関連について論じ、溜
池に関する陸水生物学上貴重な業績をあげている。渡辺
(1961 ) は奈良県郡山の金魚養殖池に生産されるプラン
クトンの分類学的研究を行なL ¥ さらに水野( 1962) は
大阪府下の植物プランクトンを報告し、また水野( 1963)
は西津軽地方の溜池群の調査を行ない、その実態を明か
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にし、プラ γクトンの種数は多いが量的には少ないこと
を報じ、鈴木、西国( 1963) は種子島の溜池の調査を行
ない、本島の溜池は大部分貯水池として造られたもの
で、優占種は Acanthodia企tomus pacificus， K eγatella 
valga， Bosmina longirostγis で、植物性としは Melos
ira granulata であると報告している。そのほか水野、
浦田( 1964) は一時的溜り水のプランクトン群集に対す
る乾燥の影響と適応性について実験を行ない、 1年に数
回乾燥期をもっ溜り水でも、水を得た場合にはプランク
トンの主要種は回復することを実験的に明かにした。

ill. 謂査した溜池の概要
図1. 兵庫県淡路島南部の調査溜池分布図
1. 正木池 8. 池の内の大池
2. 戸川池 9. 太郎池
3. 花岡池
4. 浦壁池
5. 門前池 /  
6. 中山池 I  
7. 大谷新池 I  ナ

1 ) 正木池

.3 t. 
t  
t， 

‘、
.  -， 

.....u ，..・ F

ト一一斗

本池は兵庫県三原郡南淡町牛子にあり、農業用貯水池
として利用されている。

図2. 正木池の形状と湖盆形態
池の南側は諭鶴羽山麓に面し、

堰堤は池の北側に存在している。
面積15.0∞nlで淡路島では浦壁池、
戸川l池につぐ大きな溜池である。
池の形状は〔図 2J に示す如く南
北にのび、不正三角形を呈し、満

m を測る。底資は有機物を多量に
含んだ軟泥で色は青褐色を呈し、
年間における水位の変化は最大 6 ! . ムn

m で著しい。本池に棲息する肉眼的動物はコイ、フナ、
ウナギ、モロコ、エピ、カラスカ。イ、タニシなどである
が生産量は少なし、。
2) 戸川池
本池は兵庫県三原郡南淡町賀集にあり、農業用貯水池
として利用されている。
池の東西はゆるやかな丘陵になり、堰堤は池の北側と

南俣uとにある。池の形状は〔図 3J の如く不正四角形を

呈し、面積1日6.∞Onlで、淡路島で
図3. 戸川池の形状と湖盆形態
、、叫選出 るが、年聞における水位の
(((rくさぬ 変化は 3 mを越えることも
川 f ¥ ¥  ¥))) ト ある。底質は堰堤以外の治川丘力 V f  
川 I¥lヲJ ¥l' 岸部は軟岩からなるが、中

i  央部は有機質を多量に含ん
t  だ軟泥である。本池に棲息

ト~ →一一」→同初。"
用されていなし、。
3  ) 花岡池

する肉眼的動物はコイ、フ
ナ、ウナギ、モロコ、エピ、
タニシ、カラスガイなどで、
あるが、生産面では余り利

本池は兵庫県三原郡三原町喜来にあり、専ら農業用貯
水池として利用されるほか、僅かながら淡水魚の飼育に
も利用されてしる。

図4. 花岡池の形状と湖盆形態
ゆづるは

池の南側は論鶴羽山麓に
続き、北側は三原平野に面
している。堰堤は西側に面
し、満水時 (6 7月) の
最大水深は5.0m である O

年間における水位の変化は
3 mを越えることもある。
池の面積は14.∞Onlで淡路

Jt 
「←仁←同門

| 島の溜池では比較的大型に属し、池の形状はほぼ四角形
を呈している。底質は有機物を多量に含んだ軟泥で色は
灰色を呈している。本池に棲息する肉限的生物はコイ、
フナ、ウナギ、モロコ、エビ、カラスガイ、タニシなど
で治岸部にカナダモが少量ながらみられる。
4 ) 浦壁池

図5 浦壁池の形状と湖盆形態

トー」ートー」→@ 網 " “

本池は兵庫県三原郡三原
問j減壁にあり、通称大池と
よばれ、淡路島では最大の
池で面積38.∞Onl、専ら農
業用貯水池として重要な位
置をしめているが淡水魚の
飼育にも利用されている。

大水深 5.0mを測るが、し
かし池の大部分の水深は
3.0耽前後である。例年 8

3.0悦を越すこともあるが、 11月にはほぼ回復する。底
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質は有機物を多量に含んだ軟泥で色は灰褐色を呈する。
池の形状は〔図 5J に示す如く不正四角形を呈し堰堤は
池の北側にあり、西側はゆるやかな丘陵になっている。
本池に棲息する肉眼的生物はコイ、フナ、ウナギ、モロ
コ、エピなどで、その他、貝類ではカラスガイ、タエシ
などを銭産する。一時的であるが夏季にかけて治岸部に
カナダモの繁茂をみることがある。
5) 門前池

本池は兵庫県三原郡
三原町大久保にあり、
農業用貯水池として利
用されているほか淡水
魚の飼育にも利用され
ている。面積12，500nt
で淡路島では中型の溜
池である。堰堤は池の
北西側にあり、池の形

図6. 門前池の形状と湖盆形態

状は〔図 6Jに示す如く不正三角形を呈し東西に長くのび
ている。満水時の最大水深は 5.0711. を測るが、年間水位
の変化は大きく 3 mを越える事もあり 8 月から翌年の 2
月にかけてその変化は著しい。底質は有機物を多量に含
んだ軟泥で色は灰褐色を曇する。ヌド池に棲息する肉眼的
動物はコイ、ウナギ、フナ、モロコ、エピなどであり、
その他、カラスガイもみられる。
6) 中山池
本池は兵庫県三原郡緑町中山にあり、専ら農業用貯水
池として利用されている。
図7. 中山池の形状と湖盆形態

問

面積 5，0∞ntで調査池中
最も小型の池で、堰堤は池
の東側に面し、池の形状は
〔図 7J に示す如くほぼ三
角形を呈している。満水時
の最大水深は 2.3m. を測る
が、年間水位の変化は著し

て1.5祝をこえることもある。底質は有機物を多量に含
んだ軟泥で色は灰色を呈する。本池に棲息する肉眼的生
物はコイ、フナ、モロコ、ウナギ、エピなどであり、そ
の他、カラスガイ、タニシが多量に棲息し、春季より夏
季にかけてカナ夕、モ、 トチカガミが治岸帯に繁茂する。

7) 大谷新池
本池は洲本市と三原郡緑町の境界付近に位置し、面積
10，OOOntで調査池の中では中裂に属する。堰堤11池の南
西に面し、池の形状はほぼ四角形を呈する。満水時の最
大水深は 5.0m を測るが、年間水位の変化は著しく最大

は 8月から翌春まで続くこともあるが降雨量によっては
11月頃回復することもある。調査期間中の水位の変化は

図8. 大谷新池の形状と湖盆形態
2.0η工を越えた事もあ
る。底質は有機物を多
量に含んだ軟泥で庄藻
の遺骸が多い。本池に
棲息する肉眼的動物は
コイ、ブナ、モロコ、
ウナギ、エピなどで、
貝類ではカラスガイが
調査池中、最も多量に棲息する。
8) 池の内の大池
本池は洲本市郊外の池の内にあり、農業用貯水池とし
て利用されるほか淡水魚の飼育にも利用されている。

図9. 池の内の大池の形状と潟盆形態
面積15，∞ontで淡路島の

溜池ではやや大型に属す
る。堰堤は池の北側にあり、
池の形状はほぼ四角形を呈
する。満水時の最大水深は
4.0m を測るが、年間にお
ける水位の変化は著しく 8
月から翌春にまたがること ・ 2瞬狩4

もあるが、降雨量によっては11月頃までに回復すること
もあり、年により一定しない。水位の変化は 1.5m を越
えることもある。底質は有機物を多量に含んだ軟泥で灰
色を呈する。本池に棲息する肉限的生物はコイ、フナ、
ウナギ、モロコ、エピなどであり、貝類ではカラスガ
イ、タニシなどである。春季から夏季にお岸帯の一部に
カナダモの繁茂をみることもある。
9) 太郎池
本池は洲本市物部にあり、面積10，∞ontで調査池では
中型に属する池である。堰堤は北東に約2ωm にわたっ
て造られ、池の形状は凹凸がはげしく脚節量が大きい。
池の形状は不正四角形を呈する。満水時の最大水深は
3.0711.を測るが、年間における水位の変化は1 .0 m内外で
図10. 太郎池の形状と湖盆形態

. 嗣問

他の溜池にくらべ最も少な
勿 L  、。満水時は 6月から 7月
t  にある。本池の水は褐色を
呈し透明度は年間を通じて

小さいこと
ある。本池に棲息する肉眼
的生物はコイ、モロコ、フ
ナ、ウナギ、エビなどで、

- 9 4 -
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1月の87.2%、 2月の85.9%と一時的な減耗がみられる
ほかは大体各月とも過飽和の状態を示す。また p H の年
変化の最小は 9月の7.0から最大は 8月の8.4で、その他

村の湖沼標式からみれば富栄養型か、または中栄養型の
傾向がみとめられる。
2) 戸川池
図13. 戸川池の水温、 p H、透明度、水位の月別変化

貝類ではカラスガイが棲怠し、また 6月にはヒルが多量
に棲息する。水草では春季より夏季にかけてカナダモの
ほかにトチカガミが治岸帯の一部に繁茂する。

守

‘ • 今

3 一一>1<':'
10包2

ι、喝-
E，， 

~
¥
、
一
，
/J 

ιh司、、.，

.
、
一
、

一、.. 、
.
-

.1.1.
，
/
一
』

.//f/-3J6.
戸
一
一

-
一
〆
一

F

J
'

〆F
司
一
，

J
J
r
「

d

J

一
J

H
-
~

』

，〆-、
J
U

、
j
 

、、、一一‘
句
、
:J 州

8

何
1un

• 
，
〉、

1963年11月より 1964年の10月までの年間水温変化は
〔図13J に示す如く、最低は 2月の5 S Cから最高は 7
月の31.50 C を測る。その聞における年較差は26.00 C を
示す。透明度の年変化の最大は2.0礼で、最小は1.2mで
あり、最大は 6月、 10月で、最小は 4 月、 8月、 9 月に
ある。
図14.

i 1 1V V マ『

水理学的観測は1963年11月より 1964年10月の問に毎月
中旬に 1回、同ーの地点で、行なった。観測は水温、 p H、
溶存酸素量、透明度、水位を測定し、水温の観測には
500 C 目盛の水銀棒状寒援計を用い、 p Hの測定にはB T
B 、 P Rを指示薬として比色測定した。溶存酸素量の定
量にはウインクラ一法によって行ない、透明度の測定に
は直径ぬc11tの白色円板を用いた。以上の観測は池のほぼ
最深部の表層水について行なった。淡路島における溜池

く水理学的垂直分布の比較に困難を伴い、また溜池その
ものは一般の天然湖沼に比べ水深も浅く、また極めて小
型であるため垂直分布もそれほど顕著ではなく、表層水
だけでもある程度その実態を把渥できるものと考え表層
水だけにとどめた。

水理学的観測方法国
岨

戸川池の溶存酸素量の月別変化
水理学的観察結果N.  

面

E・
". 
同

"  
曲

，.(:LJ  

正木池
正木池の水温、 p H、透明度、水位の月別変化

1) 
図11.

， .， 
ー一ーボヨ.. 、 1  
- 一同 f  可./ 弘一一本位 J 戸 l'¥ ¥'" . /  j 、
山.こ4 r一一: ; u/ 

(tl --11州、、，. J ' F 、.、--J
水中溶存酸素量では〔図14J に示す如く、最小値は 7
月の 73.0.sr，; (3. 79CC / s ) と一時的な消耗がみられるほか

また p H の年変化は7.2 (12月) より 7.6
での範囲で比較的安定した値を示しているが、一般に冬
季に低く、夏季高い傾向がみられ富栄養型の傾向の強い
溜池と考えられる。
3) 花岡池
図15. 花岡池の水温、 p H、透明度、水位の月別変化

正木池における年間の水温変化は〔図11) に示す如
く、最低は 2月の5 S Cから最高は 7 月の 31.00 C を測
る。その間の年較差は 2 5 S Cで、ほぼ温帯滋の標準の
値を示す。透明度の年変化の最大は 3月の 2.3耽から最
小は 4 月の 1.lnLの範囲内を示すが、一般に冬季に大き
く、春季、秋季の循環期に小さいことは池底泥の懸濁の
ためと思われる。
図12. 正木池の溶存酸素量の月別変化

河期 t 個個 . . y  

ヲ町 胃 a . a J r ' T W " 胃. . . x  
本池における1ω96臼3年11月より 1ω96悦4年1ωO月まて
水温変{化ヒは〔図15白〕に示す如くし、最低は 2月の5.5デ。C カか‘ 
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水中溶存酸素量の
年変化は〔図12J
に示す如く、最大
は 9 月の 171.6%
(9.90<C/ので、
最小は 7月の80.3
%  (4.21 cC/s)、
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5) 門前池
図19. 門前池の水温、 p H，透明度、水位の月別変化

制

令

3
2
H

' ーーホ・ &

品且
・・・・・・水省主

間
C
ふ
年
の
。
ら
か
化

年
同
口
口
の
で
る
か
式
変

る

ι
釘
度
ま
れ

4
標
別

た
の
桂
明
閉
山
ら

7
沼
月

わ
月
時
透
。
吋
み
の
湖
の

左
左
右
ハ
り
や
白
、
‘

脱
出
町
一
七
初
帥
特
訓
弛

m山
低
混
示
け
傾
は
本

年
最
U

引
を
七
い
小
、
る
度

白
、
4
向
川
き
最
が
れ
明

mu
く
h

傾
副
大
、
す
わ
透

り
如
齢
な
討
に
く
示
思

よ
す
ビ
様

H
季
き
を
と
泊

月
示
河
向
功
秋
大
内
池

F

U
に
吋
ぼ

h
r

に
に
闘
い
目

E

年
〕
FJ

ほ
の
か
般
般
範
強
制

臼
mw
引
と
の
一
一
の
の
池
町

四
図
の
池
月
、
量
的
季
過
特
J
)
な
れ
化
に

6
向
卸

る
〔
月
の

6
が
素
殴
冬
も
、
∞
∞

4
端
ら
変
様

8
傾
山
州

け
は

8
他
は
る
酸
〔
、
と
が

1
り
極
め
年
同
の
の
や

お
化
は
し
大
あ
存
は
く
月
す
ほ

8
に
と
の
と
季
型
中
ヰ

に
変
高
一
不
最
で
溶
化
如
各
一
示

K
S
的
み

H
池
夏
養

池
温
最
を
の
内
中
変
す
く
を
明
仙
時
が
が
壁
は
栄
)

本
水
ら

C
化
囲
水
年
一
不
除
和

1

一
加
。
浦
大
富

S

の
か
ア
変
範
の
に
を
飽
に

MP
と
増
る
は
最
ら

cy.> 

門前池の溶存酸素量の
月別変化

X' 瑚 3 ・. 1v V  '" VI 'i'・j)( x  

図20.

ら最高は 7月の 32・2 0 C を示し、その間における年較差
は26.70 C を示す。透明度の年変化の最大は 5月の2.7m
で、最小は 9月の1.2mを讃IIるが、本池では一般に 5月、
6月に大きく、秋季に小さい傾向を示す。
水中溶存酸素量
は〔図16) に示す
如く、最小は 9月
の44.3%と一時的
に極めて小さい値
を示すほかは、他
の池と同様な傾向
を示し、冬季に小
さく、夏季に大き
い値を示す。p Hの
年変化の最小は 9月の7.2から最大は 8月の8.6を示すほ

い値を示すが、同化作用の旺盛な時期には一般的にアル
カリ設にかたむきやすい傾向をもつが、湖沼穣式から富
栄養型か、または中栄養型の傾向がみとめられる。
4 ) 浦壁池
図17. 浦壁池の水温、 p H、透明度、水位の月別変化

花岡池の溶存酸素量の
月別変化

図16.

二:之 「ノペー
吋 4ム;jjlj

lU t(XJ 

(芳)

-
R
 

2
3
2
K
 

図21.

本池における 1963年11月より 1964年10月にわたる年間
の水温変化は〔図21) に示す如く、最低は 2月の4.5 0 C
から最大は 8月の 3 3 S C を示し、その聞における年較
差は29.0 0 C と他と比べ極めて大きし、。これは本池の水深
が他の池に比べ一般に浅いため外部環境の影響をうけ易
いためと思われる。透明度の年変化の最小は11月の1.2
m から最大は 5月、 10月の2.2mであるが変化の巾は他
の池に比べ幾分小さい。
また溶存酸素量の年変化は〔図22) に示す如く、 1 月
2 月、 3月を除く各月共に充分な酸素量を有し、何れも

- % 一

網胃 t V V  VI x  XI 瑚 1

本池における1963年11月より 1964年10月にわたる水温
の年変化は〔図17) に示す如く、最低は 2 月の5.80 C か
ら、最高は 7月中旬の3 1 S C を測る。その聞における
年較差は 25.7 0 C で、他の池と大差はなL、。透明度の年
変化の最小は4 月、 9 月、 10月の 1.2 m で、最大は 7 月
の2.2mを測る。
図18. 浦壁池の溶存酸素量の

月}]IJ変化
水中溶存酸素量
の年変化は〔図18)
に示す如く、最小
は 3 月の85.3%
(7.02<</めで、最
大は9月の202.6%
(11.10 < < /めで 2
月、 3月を除くほ
かは、何れも充分
な酸素量を有して

いる。特に夏季から秩季にわたっては過飽和の状態であ
る。 p H の年変化の最小は7.2から、最大は8.6と変化の
巾は他の池に比べて大きいが、しかし本池の場合も湖沼
標式から富栄養型の特徴をもつものと恩われる。
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池の内の大池の水温、 pf王、透明度、
水位の月別変化
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池の内の大池の溶存酸
素量の月別変化

図25.

図26.

過飽和を示すが10 I  
月の如く 183.5%
(11. 59c C  /  g) と極 l  

端な増加がみられ
る場合もあるが、
これは一時的な現
象である。
p H の年変化の最
小は 2 月の 7.2か
ら最大は 8 月、 10

月の8.6を示すが、一般に夏季から秋季に大きく、冬季か
ら春季にかけて小さいことは他の池と向様である。本池
は湖沼標式から富栄養型か、または中栄養型の特徴をも
っ溜池と思われる。
7) 大谷新池
図23. 大谷新池の水温、 p H、透明度、水位の月別変化

中山池の溶存酸素量の
月別変化

図22.

{芳);
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同胸
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池童日太

本池における 1963年11月より 1964年10月にわたる年間
の水温変化は〔図23) に示す如く、最低は 2 月の4.50 C
から最高は 8月の3 2 S C を測る。その間における較差
は27.3 0 C と中山池を除く、他の池とほぼ同様な値を示
す。透明度の年聞における最小は 4 月の I.O mから最大
は 6月の2.5mを示すが一般に夏季に大きく、冬季、春
季は小さい。

溶存酸素量の年
変化は〔図24) に
示すが、冬季およ
び 7月に一時的に
消耗がみられるほ
かは何ずれも過飽
和を示し、特に10
月は159.6% (10. 
14 C C/ めの如きも

みられる。またp Hの年変化の最小は 3 月の7.0から最大
は11月、 8月の 7.8の範囲内を示すが、他の池に比べ変
化の巾は小さし一般に安定した値を示す。本池も富栄
養型か、または中栄養型の特徴をもっ溜池と思われる。
8) 池の内の大池
本池における 1963年11月より 1964年10月までの年間の

水温変化は〔図25)に示す如く、最低は 2月の5 S Cから
最高は 8 月の3 2 S Cを測る。その間の年較差は27.00 C

太郎池の水温、 p H、透明度、水位の月別変化
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図27.

太郎池における 1963年11月より 1964年10] J までの水温
変化は〔図27) に示す如く、最低は 2 月の5 S Cから最
高は33.6 0 C の範囲内で、その間の年較差は28.1 0 C と中
山池に次ぐ高い値を示す。透明度の年変化の最小は 4月
の0.8mから巌大は 7 月の2.2mの範西内を示すが、他の
池に比べ一般に小さく、特に秋季から春季に小さく、夏
季に大きい傾向を示す。
次に溶存酸素量は〔図28) に示す如く、他の池と同じ
|  く冬季および 7 月に消耗するほかは秋季、春季に大きい
が、他の池と比べると一般に少なL、。
p Hの年変化は 3 月の 6・4 から11月のi' .6の範囲内であ
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大谷新池の溶存酸素量
の月別変化

図24.



図28. 太郎池の溶存酸素量の
月別変化

養型の傾向の強い溜池と思われる。

表1. 正木池の水理学的観測結果

るが、一般に各月
とも 7.0前後と比
較的安定した値を
示し、他の調査溜
池のpH価に比べ
小さいことは本池
の最も大きな特徴
と言えるであろ
う。本池は湖沼標
式からむしろ貧栄

年月日| 天候| 風ヤ示lraipHrfTi宮|
'63 XI 12 曇 1  14.9 13.6 7.6 2.2 
XIl 14 情 1  16.8 11.5 7.4 7.951 103.6 

'64 1  15 晴 4  7.7 7.0 7.3 7.411 87.2 2. 
II 15 曇 2  7.4 5.5 7.6 7.60 85.9 
m  15 曇 1  9.5 8.0 7.6 7.60 91.4  
N  12 曇 1  17.0 16.0 7.6 7.71 110.7 1. 
V  16 晴 2  24.0 21.5 7.6 6.22 99 6  1301 |  
VI 13 曇 1  22.5 22.5 7.6 6.48 105.7 2. 
W 1 3  曇 2  34.5 31.0 7.6 4.21 80.3 
V11 13 晴 O  34.8 29.5 8.4 10.98 120.1 1.6/ 
lX 20 曇 O  28.0 25.8 7.0 9.90 171.6  1.31 
x叫晴 2  20.2 19.5 7.6 9.44 145.6 2.0: 

表2. 戸川池の水理学的観測結果

年月日 l坤ヵ1FdrRlrz?71宮…1 U 6 1 4 0 7 6 6 4 8 1  
XIl 14 情 1 117.5110.217.21 7.661 97.0! 1.6 

'64 1  15 曇 2 I  5.51 6.517.41 7.711 89.311.8 
II 15 曇 2 1  7.51 5.517.41 7.731 87.311.4 
m  15 晴 2  7.9 8.5 7.4 6.98 85.0 1.3 
N  12 曇 I  19.0 16.5 7.6 7.96 115.5 1.2 
V  16 晴 O  25.8 22.0 7.6 6.39 103.4 
V1 13 曇 1  21.0 23.0 7.6 6.57 108.1 2. 
W  13 曇 2  32.0 31.5 7.6 3.79 73.0 1. 
曜日 晴 1  34.0 30.5 7.6 5.99 113.2 1. 
lX 20 曇 27.8 25.0 7.4 6.44 109.9 
X 1 1  晴 2  19.0 18.8 7.4 8.26 129.5 1.9 

表3. 花岡池の水理学的観測結果

I君
'63 )証 12 曇 O  17.2 14.8 7.6 7.62 
XIl 14 晴 O  18.5 11.0 7.4 7.36 95.0¥ 2.1 

'64 1  15 晴 5  7.5 8.2 7.4 7.67 92.7 2.0 
1I 15 曇 3  7.5 5.5 7.4 7.55 85.3 2.1 
m  15 晴 2  11.5 9.0 7.6 7.24 89.2 2.1 
N  12 曇 2  16.1 16.0 7.6 7.39 106.2 2.2 
V  16 晴 2  26.5 23.0 8.0 7.63 125.4 2.7 
VI 13 曇 2  22.0 23.5 8.4 7.25 120.4 2.5 
四 13 曇 3  34.5 32.2 8.4 6.26 122.2 2.5 
酒 13 晴 1  34.0 31.6 8.6 7.01 135・3 1.5 
lX 20 曇 1  2ヲ.0 26.1 7.2 2.54 44.3 1.1 
X l l  精 2  21.0 19.2 7.6 8.49 130.2 1.5 

表4. 浦壁池の水理学的観測結果

|天 1  1  (  1  i溶存酸素量| 意年月臼 候|風力!<気。C温)i(水。C温)pH m / 4 i  1 %  

'63 XI 14 楕 2  106.41 1.4  
XIl 14 晴 2  15.01 11.017.41 7.35 94.81 1.5  

'64 1  15 曇 4  7.2¥ 8.8'17.4¥ 7.78 95.41 1.6 
1I 15 曇 2  86.21 1.8 
m  15 晴 2  13.41 8.417.41 7.02 85.31 1.6 
N  12 曇 1  17.5¥ 16.3! 8.6¥ 7.87 113.7¥ 1.2 
V  16 晴 1  104.81 1.3 
V113 曇 2  2 3 5 n 5 1 7 6 0 6  98.9¥ 1.6 
W  13 曇 1  115.712.2 
¥1lI 13 晴 2  32・ 31・218・ 5・50 105・4j 1・4
lX 20 情 O  加 1山口 202・611.2
X 1 1  晴

1  _  
1  20.0120.38.4 10.75 168.4 1.2 

表5. 門前池の水理学的視測結果

l  l  l  l  l  l溶存酸「透明年月日天候| 風力( 気OC温)1 (水。C温)pH ec/4i 1 %  ( m )  

XIl 14 晴 1 114.51 9.817.41 8.691109.0; 1.2 
'64 1  15 晴 3 1  9.0: 9.017.41 8.151 102.51 1.2 
II 15 曇 1 I  6.0: 4.817.41 7.961 88.411.0 
m  15 晴 2 110.0! 9.1/7.41 6.921 85.511.51 
N  12 曇 o 1 2 2 γ 7則的。
V  16 晴 1 128.0¥ 21.01 7.61 8.191 130.21 1.3 
VI 13 曇 2 I  23・0 払 7.61 6・72 肌 61 2・:1
四 13 晴 2 133.5130.217.61 6.761127.011.5 
'm 13 晴 1 133.0131.518.61 7.051135.811.31 
lX 20 晴 O  30.528.07.46.66120.21.261 |  
X l l  晴 2  20.51 21.8! 8.4/11.681188.711. 
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表6. 中山池の水理学的観測結果

年月日| 天候l風力lF混同|PHIT7i宮
'63 沼 13 晴 1  18.0 15.8 7.6 7.31 104.6 1.2  
XII 14 精 1  15.5 10.2 7.8 8.05 101.8 1.3 

'64 1  15 晴 2  10.8 8.8 7.4 7.03 86.2 1.3 
11 15 曇 1  6.0 4.5 7.2 7.22 79.6 1.5 
m  15 情 2  1l .0 10.0 7.4 6.85 86.4 1.8 
N  12 曇 2  18.7 18.0 7.6 7.29 109.1 1.3  
V  16 晴 1  28.0 25.0 7.6 5.76 98.2 2.2 
VI 13 曇 O  22.5 21.0 8.2 6.42 102.1 2.0 
V11 13 情 2  32.7 32.0 8.4 7.20 140.0 2.0 
¥1 13 晴 2  33.5 33.5 8.6 7.75 155.3 2.0 
LX 20 晴 2  31.0 30.2 8.4 6.06 113.9 2 0  
X 1 1  晴 1  21.0 20.8 8.6 11.59 183.5 2.2 

表7. 大谷新池の水理学的観測結果

|  1  1  !  l  l溶存酸素量管
年月日 天候| 風力I(気。C温); p H  1  cC/s I  %  Irm) 
制時 o  1  17.8 15.5' 7.8 7.42: 105.5' 1.4 
XII 15 晴 2  1  8.35. 104.11 1.5 

'64 1  15 精 2 9 . 2 l 8 . 4 1 7・2 7.20: 87.4! 1.4 
11 16 楕

1 6 1 4 1 7 2  
7.651 84.3! 1.3 

m  15 晴 3  112.51 9.0，7.0 6.74: 83.1! 1.3 
N  12 曇 1  120.91 17.5; 7.2 
V  16 精 4  126.5123.0，7.6 6.171 101.4i 2.1 
VI13 曇 3  1  22.0i 23.0 7.6 6.581 108.21 2・5
W  13| 晴 4.08177.712.4 3  1  32.71 30・917.6
VlI 13 晴 2  1  33.81 32.8 7.8 7.05: 139・311・7
LX 20 晴 6・ 121.71 1・2
X 1 1 楕 2  122.2120.6 7.6 10.14j 159.6; 1.6 

表8. 池の内の大池の水理学的観測結果

|  1  1  1  1  | 溶存酸素量透明
年月日 天候| 風力I(気。C温) (水。C温)lpH c  c/d| | % ! ( m )  
'63 }畳 13 晴 l  16.2 14.6 7.6 7.08 98.7 1.0 
xn 15 晴 1  14.5 9.3 7.2 7.82 110.7 1. 1  

'64 1  15 曇 2  7.0 7.8 7.2 6.86 82.1 1.2 
11 16 曇 1  5.0 5.5 7.6 7.84 88.6 1.2 
m  15 晴 4  13.5 9.2 7.2 7.12 88.1 1.9 
N  12 曇 2  24.3 17.5 7.2 7.34 108.7 1.1 
V  16 晴 1  28.0 23.5 7.4 5.76 95.8 2.8 
VI 13 雨 1  21.0 23.0 7.4 6.86 112.8 2.5 
VII 13 精 3  33.0 30.5 7.0 4.08 77.1 1.8 
¥1 13 晴 2  34.7 32.3 7.6 6.50 127.2 1.6 
LX 20 曇 2  29.0 30.1 8.4 9.70 181.9 1.3 
X 1 1  晴 1  20.3121.317.01 8.94i 142.8 1.8 

表9. 太郎池の水理学的観測結果

年月日 包明)  

'63 Xl 13 晴 1  14.0 14.8 7 6 ! 7 1 8付山;
XII 15 晴 1  13.5 9.0 7.21 8.69叫て|

'64 1  15 晴 2  10.1 8.2 7.21 7.971 96.411. 
11 16 曇 1  5.5 5.5 6.8 6.23 70.4 0.91 
m  15 晴 1  13.4 9.5 6.4 7.02 87.5 1.1 
N  12 曇 1  21.0 18.0 7.0 7.74 115.8 0.8 
V  16 情 1  26.0 25.0 7.0 6.03 103.0 1.3 
VI 13 雨 。21.0 24.0 7.2 6.86 114 9  1.4 
V11 13 晴 2  32.3 32.0 7.4 4.22 82.1 2.2 
咽 13 晴 2  36.0 33.6 6.9 4.96 99.6 2.0 
LX 20 晴 2  30.5 30.0 7.0 4.95 93.0 2.0 
X  111 晴 2  21.0j 22.6 7.4 9.12 149.0 2.0 

v. ブランクトン
1) 採集方法
プランクトン採集は1963年11月より 1964年10月の問、

毎月中旬に 1回、同一地点で、行なった。ただし淡路島に
おける溜池は一般人工湖と同じく年間における水位の変

I  3月、年によっては11月頃まで) には急激に水位が下降
し、垂直分布の比較に困難を伴うので、プランクトン採
集は表層、中層、底層より採集し、そのほか底層より垂

図29. プラ γクトン
定量採集網

直採集をも併せて行ない、
それらの結果を平均して定
量を行なった。定量採集に
は〔図29J に示す如く、元
田式定量採集網( 昔重量20 e) 
で、網目はX X 1 3を用い、
さらに垂直採集には口径30
cm、長さ 100cm、網目 X X
13のものを用L、、これらを
参考にして定量を行なっ
た。また採集は池の最深部
の部分で行なった。採集物
はただちにフォルマリンで
関定し実験室に持ち帰り鏡
検定量した。
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2) 出現ブランクトン
1963年11月より 1964年10月の聞に出現したプランクト
シの種類名をあげると次の如くである。
Copepoda 
Cyclops vicnus U L J A N I N  
Eodiaptomus japonicus (BURCKHADT) 
Cladocera 
Bosmina longirostris (0. F. MULLER) 
DaPhnia longispina O. F. M むLLER.
D .  pulex LXYDIG 
Diphanosoma brachyurum (LI釘四)
Rotatoria 
Asplanchna priodonta Go宮田
Brachionus angularis Gα溜E

B. angularis var. bidens P L A T E  
B. calyciflorus P  A L L A  
B. calyciflorus var. amPhiceros (E田町BERG)
B. forficula WIERZEJSKI 
B. rubens EHRENBERG 
B. urceola巾 O. F. M U L L E R  
Conochilus unicornis ROUSSELET 
Diurella sp. 
Filinia longiseta (EHRENBERG) 
Keratella cochlearis (Go自SE)
K. cochlaris v ar. tecta (GOSSE) 
K. valga (EHRENBERG) 
K. ualga asymmetrica BARROIS et DADAY 
K. quadrata (0. F. M む工.LER)
K. quadrata f. testudo (EHRENBERG) 
K. quadrata f. irregularis (GA町 BSKI)
Lecane flexilis (GωSX) 
L. luna (0. F. M むLLER)
Monostyla hamata STOKES 
M .  bulla G侭 SE
M .  sinuata HAUER 
Notholca labis GoSSE 
Ploesoma truncatum (LEVANDER) 
Pedialio舟 mirum H u政治N
Pediastrum boryanum EHRENBERG 
Polyarthγa  trigla EHRENBERG 
PomPholyx complanata G ωS E  
Rhynchotalana folcata (G. O. SARS) 
Synchaeta oblonga EHRENBERG 
Trichoceγca elngata (Gα溶E)
T. longiseta (SCHRANK) 
T. stylata ( G欄 E)
T. tigris (0. F. M U L国 R)

Dinof1age1lid a  
Ceratium hirundinella (0. F. M むLLXR)
Dinobγ.yon diveγgens IMHoF 
Euglenoida 
Eudoγina elegans EHRENBERG 
Eugle.πa  acus E H R F..NBERG 
Volvox aureus E H R回 BERG
Bacil1ariophyta 
Asteγionella formosa HASSALL 
匂wosigma accuminatum (KむTZ.) RAB四百ORST
Melosira varians AGARPH 
Rhopalodia gibba (EHR.) O. F. M U L L E R  
Suriγ-ella tenera GRE曲目
Synedra acus K U T Z I N G  
S. ulna ( N四回H) EHRENBERG 
Cyanophyta 
Anabaena Planctonica BRONNTHALER 
Cosmarium praemorsum B Rむ到底潟N
Microcystis aerginosa K むTZING
M .  inearta LEMMERMA悶
Chlorophyta 
Pediastrum biwa NEGORO 
P. boryanum EHRENBERG 
Staurast叩 m paradoxm M E Y X N  
Stigeoclo丹ium sp. 
Streptnema sp. 

3) 出現ブランクトンと溜池との関係
および分布状態

Eodiattomus japonicus 
本種は温水性で、しかも平地性で淡路島南部溜池では
〔図30)に示す如く、戸川i池、花岡池、浦壁池、門前池、中
山池、大谷新池、池の内の大池、太郎池にみられ榛脚類
中最も普通種である。特に太郎池では周年にわたって出
現する。本種は本 図30. 各池における
邦各地の人工湖、 Eodiaptomus japonicus 

の季節的出現状況溜池に普通にみら
れ東条湖( 水野，
鉄川 1963) 鳥取
県の溜池、奈良郡
山の溜池、尼崎の
溜池、伊丹市、池田
市の溜池( 水野
1961 ) にも普通種
として現われ、奈
良県二上村付近の
溜池にも比較的多

戸川池
花岡池
浦壁池
門前池
中山池
大谷新池
池の内の
大池
太郎池
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く現われ、同じく奈良県都介野村( 大和高原) のi溜池にも
普通種として現われるが量的には少ない( 渡辺 1952， 
1956)。そのほか大阪府下の溜池および愛媛県、香川県、
大分県、広島県の溜池、兵庫県では播磨地方の溜池にも
普通にみられ、また四国北部の松山、丸亀、高松地方の
溜池にも普通にみられる( 水野 1954，1955，1957，1959)。
また益子 (1954) によれば本種は棲息の範囲が広く半厳
水にも現われ、主として中部日本の湖沼、人工湖、溜池
に分布し、富栄養湖、中栄養湖、貧栄養湖にも棲息し、
分布範囲の極めて広い種である。
Cyclots vicinus 
平地性で最も普通に分布する種であり、本邦各地の湖
沼、人工湖、溜池で報告されているが、本種は淡路島南
部溜池では〔図31 ) に示す如く、太郎池を除く全部の溜
池に多量に出現する種である。本邦における人工湖およ
図31 . 各池における び溜池における本
Oyclot四 vicinus の季節 種の分布は奈良県
的出現状況 下北山付近の溜池
正木池トご = 寸 (渡辺 1954)奈良
花岡池炉 → 県二上村付近の溜
浦壁池 ! 工会二 !  池、奈良県郡山の
門前池 ι 一 ! 糊( 渡辺 1954，
中山池 _ I  1956， 1961 ) に現

われるほか四国北
池の内の」企 I  部の丸亀地方の溜
大池 田- 一一一寸 池、兵庫県土山地

方の溜池、大阪府
下の溜池、鳥取県下の溜池のほかに奈良県郡山、伊丹
市、池田市の溜池に最も普通に現われる( 水野 1954，19 
55， 1956， 1959， 1961 ) 。その他人工湖では雨竜人工湖
に夏季現われ( 江口，黒萩 1958)、宇津内人工湖では夏
季、秋季( 江口，黒萩 1959)に現われるほか糠平人工湖
(JII村 1960)では夏季少量の出現がみられる。天然湖で
は津軽十二湖( JII村 1956)のほか志津湖沼( 上野，水野，
川合 1964)の報告があり、北海道から全国各地の湖沼、
人工湖、溜池に現われ、分布範囲も広く富栄養性、中栄
養性、貧栄養性にまたがって棲息するが、主として富栄
養および中栄養湖沼に多い。
Bosmina longirostris 
本種は〔図32J に示す如く、淡路島南部溜池群の調査
池全部にわたって出現する。また本邦各地の減沼に普通
にみられる種であり、棲怠範囲も広く富栄養型から貧栄
養型湖沼にわたって棲息する。本邦における溜池での報
告は奈良県都介野村付近の溜池、下北山近辺の溜池、奈
良県二上村の溜池( 渡辺 1952， 1954， 195'6)のほか四国
北部の丸亀、松山、高松の溜池、兵庫県播磨地方、岡山
県、広島県、大分県、奈良県郡山、伊丹市、池田市の溜池

図32. 各地における (水野 1954，1955，1956，
Bosmina longrosfyis 1961) のほか習津軽地方の
の季節的出現状況

戸川池

正木池

花岡池

鴻壁池

門前池

中山池

大谷新池
池の内の
大池
太郎池

溜池( 水野 1963)にも現わ
れ、また種子島の貯水池
( 鈴木，西国 1963)にも出
現する。さらに人工海では
北海道雨竜人工湖に夏季に
{ 江口，黒萩 1958)、三浦
湖( 山口，山元 1958)、宇
津内人工湖( 江口，黒萩
1959)糠平人工湖 (JII村
1960)、東条湖、引原ダム
( 水野，鉄川 1963)、大野
ダム湖( 千葉 1964)、山陰
の浜田ダム湖( 鉄月1. 水野
1964)、相模湖( 白石外
1953) などのほか本那各地

の湖沼に出現する普通種である。
Dathnia longistina 
本種は温暖の池沼に普通にみられる種であるが淡路島
南部溜池群のうちでは正木池、浦壁池にのみ 4 月に少量
の出現をみる。本種は上野( 1927) により本邦における
大小の湖沼について詳細な研究がなされているが時期に
より、また湖沼によっても形態的にかなり変異にとむ種
である。本那における溜池で本種の記録は少なく、僅か
に鳥取県下の溜池( 水野 1961 ) で本種が記載され、人工
湖では糠平人工湖( JII村 1960)、三浦湖( 山口，山元
1958) にみられるが、天然海では各地の湖沼にみられる
普通種であるが一般に貧栄養型湖沼から非調和腐績栄養
型湖沼にも分布する棲息範囲の極めて広い種である。
Dathnia tulex 
本種は一般に中栄養型湖沼に分布するが、淡路島南部
溜池群では戸川池に11月にみられるほか花岡池に12月に
何ずれも一時的に出現し量的にも少ない。本邦では各地
の池沼に広く分布するが、溜池では奈良県都介野村の溜
池、同じく二上村の溜池( 渡辺 1952. 1956) に現われ
るほか大阪府下、岡山県、鳥取県の丸山池、奈良県の郡
山、池田市郊外などの溜池( 水野 1956. 1959. 1961) 
に現われるが、出現の時期が極めて限定されるのが本種
の特徴である。
Dithaπosoma brachyurum 
本種の分布範囲は非調和型悪栄養、富栄養、中栄養、
貧栄養と広く分布するが、本種は夏季から秋季にかけて
調査池全部に出現し秋季よりむしろ夏季に多く現われ
る。本種は本邦至るところの池沼に普通にみられる種で
あるが溜池では奈良県、都介野村、同じく下北山、同じ
く郡山地方の溜池( 渡辺 1952，1954.1961 ) にみられ、
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そのほか大阪府下、四国の松山、丸亀、高松の溜池、兵
庫県土山地方、岡山県、広島県、大分県、愛媛県、香川
県、伊丹市、池田市の溜池( 水野 1953. 1954. 19日，
1956. 1957. 1959. 1961) などのほか鳥取県東郷池、海

1962 a. 1962 b. 1962 c  ) にも出
現している。
Filinia longiseta 
本種は湖沼や池のプランクトンとしては最も普通種で

調査池中、大谷新池を除き全部の池に出現するが、特に
戸JII池では10月に大発生をする。一般に春季と秋季の 2
回発生し春季に発生する池の方が多い。本邦における溜
池では四国北部の丸亀、高訟、岡山県、大分県、鳥取県
下、奈良県、伊丹市、池田市などの溜池( 水野 1954，1956 
1961 ) に分布し‘また奈良県の郡山の金魚池( 渡辺 1961) 
のほか鳥取県東郷池、湖山池、多主ガ池( 冨川 1962a 
1962b. 1962c) などに記録されている。また人工視で
は三浦湖( 山口，山元 1958)、雨竜人工湖( 江口，黒萩
1958)、( 黒萩 1959)、宇津内人工湖( 江口，黒萩
1959)、山陰地方の小鹿ダム湖( 鉄川，水野 1964)、清水
沢人工湖( 江口，長内 1964) などにみられ、北海道か
ら九州の溜池および人工湖、天然湖沼に出現する最も普
通種である。本種は富栄養性および中栄養性湖沼に主と
して棲息する。
Keratella cochlearis 
本種は全国各地の水域に最も普通に出現する種である
が、淡路島南部溜池では〔図33J に示す如く、花岡池、

図33. 各池における 浦壁池、中山池、
Keratella cochlearis 大谷新池、に出現
の季節的出現状況

花岡池

浦壁池

中山池

大谷新池

は 5月に最も多く現われる。

....， し、主として春季
より秋季にかけて
出現する。
本種はョーログ
バ、アメリカですま
5月から 6月tこか
けて普通にみられ
特に北アメリカで

(Col1in  etol. 1912. Scheffer &  Robinson 1939. 
Ry10v 1935) 本邦における溜池には奈良県都介野村、
同じく二上村の溜池( 渡辺 1952， 1956) のほか大阪府
下、四国北部の松山、丸亀、高m、兵庫県播磨地方、岡
山果、広島県の溜池( 水野 1953. 1954. 1955， 1956， 
1959， 1961 ) にも現われるほか鳥取県東郷池、湖山池、
多彪ガ池( 冨JII 1962 a， 1962 b. 1962 c  ) などにもみら
れるほか人工湖では兵庫県東条湖( 水野，鉄川 1963)、
大野ダム( 千葉 1964)などにみられる。天然湖では霧島
火口湖群の六観御池に本種が記録( 水野 1963)されてい

るカ2、本邦では南限ではないかと思われ極めて興味のあ
る事実である。本種の分布範囲は極めて広く非調和翠慈
栄養から非調和型腐植栄養に至るまで棲息する。
Keratella cochlearis var. tecta 
本種は後糠のまったくないのを特徴とし、淡路島南部
溜池群のうち本種の出現する池は〔図34J に示す如く、
正木池、戸川池、花岡池、滞壁油、門前池、池の内の大
池、太郎池に現われ、一般に春季から秋季にかけて出現
し、門前池の場合には冬季に出現するが、これは特殊な
例である。本種の分布範囲は広く富栄養性、中栄養性、
図34. 各池における 貧栄養性、非調和
Keratella cochleaγis var. 型腐植栄養性の湖
tecta の季節的出現状況 沼に棲息する。本

戸 J!I池 h 一一 |  邦の溜池では奈良
正木池
花岡池

浦壁池

門前池
池の内の
大池
太郎池

-ー・・・--

樋> > .  .  .  fI ... x  

県都介野村、同じ
く下北山の溜池
(渡辺 1952， 19 
54) のほかに大阪
府下，四国の丸
亀、高松、兵庫県
の土山地方岡山
県、広島県、大分
県、鳥取祭などの
溜池( 水野 1953，
1954， 1955， 1956， 
1959， 1961 ) にみ

られるほか鳥取県東郷池、湖山池( 冨)11 1962a， 1962 
b ) などにも出現する。人工湖では宇津内人工湖( 江口，
黒萩 1959)、山陰地方の小鹿ダム湖( 鉄川，水野 1964) 
などに出現の報告がある。また水野 (19ω) は北海道メ
ヌウシヨロ沼、オタドマリ沼に本種の出現を報告してい
る。
K e問 tella valga 
本種は淡路島の溜池では正木池、戸J l I 池，門前池に現
われるが温暖性で、しかも出現の期聞が短く、主として
夏季から秋季にかけて少量の出現がみられる。本邦にお
ける溜池には大阪府下、四国の松山、丸亀地方、岡山
県、大分県、池田市、西津軽地方( 水野 1953， 1954， 
1956. 1959. 1961. 1963) の溜池に出現している。本種
は主として富栄養性、中栄養性の湖沼に分布する。
Keratella valga asymmetrica 
本種は花岡池に秋季少量現われ、また浦壁池には 9 月
可成多くの発生をみたが10月には急激に減少する。本邦
における溜池には記載がなL、。
Keratella quadrata 
本種は花岡池に春季少量現われるほかは他の溜池には
まったくみられない。本邦における分布は岡山県、大阪
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府下の溜池( 水野 1956， 1959)のほか奈良県二上村付近
の潟池( 渡辺 1956)、そのほか鳥取県下の溜池( 水野
1961 ) にも現われる。本種は主として富栄養性、または
中栄養性湖沼に多く棲怠する。
Keratella quadrata f. testudo 
本種は正木池にのみ 4月に少量出現するのみで他の池
には現われていない。本邦における溜池にはほとんど記
録されていないが、鳥取県湖山池( 冨川 1962 b)のほか
に北海道雨竜人工湖( 江口，黒萩 1958)、宇津内人工
湖( 江口，黒萩 1959) に現われている。
Keratella quadrata f. irregularis 
本種は正木池に春季出現するのみで他の池には出現を
みない。本種は水野( 1960) により北海道の小沼で報告
されており、また量的にも多いことは注目すべきであ
る。溜池のプランクトンとしては記載がなく淡路島の溜
池でも出現時期が短かしまた量的にも少ない。
Keratella quadrata quadrata 
本種は花岡池、浦壁池、中山池に出現するが、本邦の
溜池では記載されておらず津軽十二湖(JII村 1956)に出
現の記録がある。また Rylov (1935) は本種を詳細に調
査し標高の高い湖沼では夏季に現われ、平地では冬季に
現われる事を報告しているが、淡路島では冬季より春季
にかけて出現する。
Astlanchna triodonta 
本種は〔図35)
に示すま日く、淡路
島南部溜池群の調

図35. 各池における
Astlanchna triodonta の
季節的出現状況

査池全部にわたっ 戸川池
て出現し繁殖の時 正木池
期は大きく 2つに
分けることができ
る。すなわち冬季
から春季にかける

花岡池
浦壁池
門前池
中山池

場合と、春季と秋 大谷新池
季にあるものとで
あるが、本種は本 池の内の

大池邦各地の湖沼、人
工湖溜池に棲息す
る普通種であり渡 太郎池
辺 (1952，1954， 
1956)、水野( 1953，

司咽圃・・ー
唱・・ーーー一

1954， 1955， 1956. 1959. 1960， 1961. 1963)、鈴木、
西国( 1963) などの報告がある。本種は季節によって大
きさに多少の変化があることが知られている (Rylov
1935，山元 1951 ) が主として富栄養性、または中栄養
性池沼に棲息する。

Polyaγthra trigla 
本種は淡路島の
溜池では〔図36J
に示す如く、繁殖

図36. 各池における
Polyarthra trigla の季節
的出現状況

の時期の最大が春 戸川池
季と秋季にあるも
の、春季と夏季に 正木池
あるもの、春季、 花岡池
夏季、秋季にまた 浦壁池
がるもの、周年に

門前池わたって繁殖する
場合と大きく 4つ 中山池
に分けることがで 大谷新池
き、溜池の輪虫類
中最も主要なもの
である。本種は本
邦至るところの溜

池の内の
大池
太郎池

池に現われ輪虫類の代表種であり、主として富栄養性、
中栄養性の池に多く棲息する。溜池における記載は渡辺
(1952， 1954， 1956) による奈良県の溜池のほかに水野
(1953， 1954， 1955， 1956， 1957. 1959. 1960， 1961. 
1963) により瀬戸内海に面する各地の溜池、大阪府下、
四国北部地方の溜池、また冨J I ! (1962 a， 1962 b ， 1962 
c ) による鳥取県東郷池、湖山池、多安ヵー池など至ると
ころの湖沼、溜池に分布する。本種はョーロ γパの湖沼
にも普通にみられ (Rylov 1935)、そのほかアメリカの
ウイスコンシン地方の湖沼にも普通にみられる (Sche-
ffer &  Robinson 1939)。
Ploesoma truncatum 
本種は正木池、戸川池、花岡池、浦壁池、門前池、中
山池、大谷新池、池の内の大池に春季から秋季にわたっ
て出現する。本邦における溜池では大阪府下、西津軽地
方の溜池( 水野 1957. 1963)で報告されている。人工湖
では雨竜人工湖( 黒萩 1959)で本種の出現をみており、
また兵庫県の人工湖東条湖( 水野 1963)にもみられ、大
野ダム湖( 千葉 1964)にも現われている。本穫は主とし
て中栄養性の湖沼に分布する。
Trichoceγca longiseta 
本種は正木池、戸J l I 池、花岡池、浦壁池に 6 月に少量
の出現がみられる。本種の本邦における溜池での分布は
四国高松地方、岡山県、大分県、大阪府下、香川県のほ
か西津軽地方の溜池( 水野 1954， 1956， 1957， 1963)に
分布する。本種は富栄養性から中栄養性にわたって棲息
するが、むしろ中栄養性型の池に多いとされている。
Trichocerca sかlata
本種は正木池、浦壁池、門前池、中山池、大谷新池、
池の内の大池に夏季より秋季にわたって出現する。門前
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池の 7月には比較的多く現われるほかは何ずれの池も少
量にすぎない。本邦における溜池には本種の記載はな
い。本穫は主として富栄養性池沼に多く、中栄養性にも
僅かながら出現する。
Trichocerca tigris 
本種は花岡池、浦壁池、中山池、太郎池に主として夏
季より秋季にわたって出現し、特に夏季には量的にもか
なり多く現われる。本種は溜池では奈良県都介野付近の
溜池〈渡辺 1952)に出現の報告があるほか他の溜池での
報告はみない。
Trichoceγ'ca elongata 
本種は池の内の大池に10月に少量現われるほか他の池
には現われない。本種は主として富栄養性、または中栄
養性の池沼に多いとされているが、本邦における溜池で
は奈良県都介野村および下北山の溜池( 渡辺 1952， 19 
54) での報告があるのみで他の溜池での報告はみない。
PomPholyx comPlanata 
本穫は正木池、戸川池、花岡池に 7月に出現するが花
岡池を除き何ずれも少量の出現をみるにすぎない。本種
の出現時期は極めて短く、本邦における溜池では大阪府
下のほか尼崎、池田市の溜池( 水野 1959， 1961)のほか
鳥取県湖山池( 冨川 1962 b)にも現われている。本種は
中栄養性池沼に多く出現する。
Notholca labis 
本種は浦壁池、池の内の大池、太郎池に冬季何ずれも
少量出現する。本邦では各地の湖沼に現われることを報
告されているが人工潟、溜池での報告はみない。また本
穫の大きさは Rylov (1935) の報告のものより一般に
小型のものである。びわ湖では( 水野 1954)冬季に出現
する代表種である。
Conochilus unico門 tis
本種は各地の湖沼に普通にみられる種であるが、淡路
島では中山池を徐く他の池には全部出現し、一般に夏浮
から秋季にわたって現われ、特に池の内の大池では 7月
に極めて多量に出現する。本種は本邦の溜池では四国の
松山、丸亀地方、兵庫県播磨地方、岡山県、大分県、愛
媛県、池田市などの溜池( 水野 1954，1955， 1956， 1957 
1961 ) のほか奈良県二上村の溜池( 渡辺 1956)などに報
告されている。兵庫県の人工湖東条湖( 水野，鉄m 19 
63) にも報告されており各地の湖沼に普通にみられる種
である。またヨーロッパの湖沼では温暖な時期に出現す
る (Rylov 1935) が主として中栄養性に多く、時には
貧栄養性池沼にもみられる。
Brachionus calyciforus 
本種は各地の湖沼に最も普通にみられる種であるが、
淡路島では浦壁池、大谷新池に 6月に何ずれも少量の出
現がみられ、他の池ではみられない。本邦における溜池

での報告は大阪府下、四国の丸亀、高松地方、兵庫県土令
山地方、岡山県南部、北海道の、ひょたん池、鳥取県下
の溜池( 水野 1953. 1954. 1955. 1956. 1960， 1961) 
のほかに渡辺 (1954) は奈良県下北山近辺の溜池で本種
の変種を報告しており、また冨川( 1962 b) は鳥取県湖
山池で本種を記録している。本種は北海道から四国、中
国地方の溜池に主として分布するが、富栄養性および中
栄養性の池沼に多い。
Bγachionus calyciforus var. amPhiceros 
本種は正木池、中山池、池の内の大池に何ずれも初秋
から秋季にわたって出現るが、特に池の内の大池は 9月
に量的に多L、。本種は本邦の溜池にはまだ報告されてい
ない。本種は主として富栄養性および中栄養性の池沼に
多い。
B 問 chionus forficula 
本種は戸川池、浦壁池、門前池、大谷新油、池の内の
大池に出現し、特に夏季から秋季の水温の高い時期に出
現する。門前池には 8月に多量に現われる。本邦におけ
る溜池では奈良県下北山の溜池( 渡辺 1954)、大阪府下
および池田市の溜池( 水野 1957. 1959. 1961)に出現す
るが、大阪近郊以外の溜池には出現しないと報告されて
L  、る。
Brachionus urceolaris 
本種は浦壁池に 6月に極めて少量出現するが、他の溜
池にはまったくみられない。本邦においては北海道大沼、
埼玉県、三重県、大阪府下、香川県の溜池に〈水野 1964) 
現われた報告があるが、淡路島では珍しい種である。
Brachionus angularis 
本種は門前池に 3月に極めて多量に出現するのみで、
他の池には出現しない。本種は各地の湖沼、溜池に出現
する普通種であるが、本邦では大阪府下、四国の松山、
高松、兵庫県土山地方、岡山県南部、愛媛県、香川県、北
海道のひょうたん池、鳥取県下の溜池、奈良県郡山、伊
丹市、池田市などの溜池( 水野 1953，1954.1955.1956. 
1957， 1960. 1961) のほかに奈良県二上村の溜池、同じ
く郡山の金魚池( 渡辺 1956. 1961 ) 、また鳥取県東郷
池、多総ガ池( 冨刀I 1962a. 1962c)に出現の報告があ
る。本種は一般に富栄養性および中栄養性池沼に多く、
まれに貧栄養性の池沼にも出現することもある。
Brachionus angulaγis var. bidens 
本種は門前池、池の内の大池に2 月から 3 月にかけて
みられ、量的には少ない。本種は各地の湖沼に普通にみ
られる種であるが、本邦では水野( 1953. 1959) による
大阪府下の溜池での報告があるのみで、それ以外の溜池
での報告はみない。しかし津軽十二湖 (}II村 1956)に本
種の出現が報告されている。本種は一般に富栄養性およ
び中栄養性池沼をこのんで棲息するが、まれに貧栄養t生
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池沼にも出現することもある。
Brachionus rubens 
本種は正木池、花岡池、池の内の大池に出現し、一般
に秋季に少量の出現がみられる。本種は本邦各地の湖沼
に出現する普通種である。溜池では大阪府下および奈良
県郡山の溜池( 水野 1957，1961 ) の報告があるが、大阪
以西の溜池には出現しないようである。一般に富栄養性
および中栄養性池沼に多く現われる。
Monosか1a hamata 
本種は正木池に 6月にやや多量に現われ、その他の溜
池には現われない。本種の本邦における分布は大阪府下
の溜池( 水野 1953，1959)のほか鳥取県東郷池( 富川
1962 a) に出現の報告があり、その他の地方の溜池での
報告はみない。
Monosty1a bulla 
本種は池の内の大池に夏季少量の出現をみるが他の池
にはみられない。本種は大阪府下、岡山県南部、山陰地
方の溜池( 水野 1953，1956， 1959， 1961)で報告されて
いるが、その他の溜池での報告はなし、。本種は一般に富
栄養性より、むしろ中栄養性池沼に多く棲息するようで
ある。
Monosty1a sinuata 
本種は太郎池で 7月にのみ極く僅か出現をみるほか、
他の池ではまったくみられない。本邦の溜池では本種の
報告はないが水野( 1964) によれば、びわ湖に出現して
いる。
Pedia1ion mirum 
本穫は正木池、花岡池、門前池に夏季に出現するが量
的に少なく、また中山池、大谷新池、池の内の大池では
夏季に多量に出現する。本邦における本種の分布は奈良
県都介野村の溜池に夏季出現の報告( 渡辺 1952) があ
りその他の溜池での報告はない。
Rhychota1ona fo1cata 
本穫は花岡池に 9月に多量に現われるが他の池ではみ
られない。本邦における本種の分布は大阪府下の溜池
(水野 1953) に出現の報告があるが、その他の地方の
溜池での報告はない。
Lecane f1exi1is 
本種は大谷新池に 6月に極めて少量の出現をみるだけ
で他の池ではみられない。本穫は本邦各地の湖沼に普通
にみられる種であるが、溜池のプランクト γとしての報
告はない。本穫は一般に中栄養性よりむしろ貧栄養性湖
沼に多L、。
Lecane luna 
本種は花岡池、浦壁池、中山池に夏季から秋季にわた
って現われ、特に中山池では 7 月に多量にみられる。本
種は奈良県下北山の溜池〈渡辺 1954)にみられるほか大

阪府下の溜池( 水野 1959)で報告されている以外は、そ
の他の地方の溜池での報告はないが、天然の湖沼では普
通にみられる〈水野 1964)、( 山元 1954，1956，1960)。
本種は中栄養性湖沼に多く出現する。
Syπchaeta ob1onga 
本種は浦援池にのみ11月に少量出現する。また本邦各

地の溜池には本種の報告はなし、。
Ceratium hiγundinella 
本種は富栄養性、中栄養性、貧栄養性湖沼にわたって
分布するが淡路島の調査池では太郎池を除く各池に出現
する。しかし繁殖の状態から大きく 3 つに分けることが
できる。
(1) 娩春から秋季にかけて出現する池…・・戸川i池、門前
池、池の内の大池。

(紛 冬季から夏季、秩季に出現する池…・・花岡池。
(3) 早春から夏季、秋季に出現する池……浦壁池、中山
池、大谷新池である。
ただしこれは 1年間だけの調査であるので、これから

法則性を見い出すことは困難であり、さらに継続して経
年変化をみる必要がある。本種は全国至るところの湖沼
に出現する最も普通の種である。本邦における溜池では
渡辺 (1952，1954， 1956)、水野 (1953，1954， 1955， 
1956， 1957， 1960， 1961， 1963 a， 1963 b)、冨川( 1962
a， 1962 b， 1962 c  ) などの報告があり、溜池で最も普
通にみ: られる種である。本種はヨーロッパ、またはアメ
リカでも普通にみられるが大きさの変ったものが記録さ

Dinobγyo舟 divergens
本種は調査池全部に晩秋から春季にかけて出現する
が、特に冬季と春季に大発生をする。全国至るところの
溜池に産する。本種についての報告は渡辺(1952，1954， 
1956)、水野 (1953，1954， 1955， 1956， 1957， 1960， 
1961， 1963， 1964)、冨川( 1962 a， 1962b， 1962 c)、
鈴木、西田( 1963) など至るところの人工湖溜池にみら
れる。本種は一般に貧栄養型湖沼に多く布分するが、し
かし富栄養、中栄養性の湖沼にも棲息し、その分布範囲
は極めて広い。
Eudorina elegans 
本穫は非調和型悪栄養から富栄養、中栄養型湖沼に現
われ、一般に貧栄養型湖沼には現わないのを通例とす
る。本種は戸川池、花岡池、浦壁池、門前池、中山池、
大谷新池、太郎池の各池に夏季から秋季にかけて出現す
る。しかし例外として中山池では 5月に本種の大発生を
みるが、その他の池では量的には少ない。本種も各地の
溜池に出現する最も普通種で、水野 (1953，1954， 1959， 
19印， 1961 ) 、渡辺( 1954)、冨JI( (1962 b) などの報告
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があるほか、一般の富栄養性湖沼にも普通種として出現 Rhotalodia gibba 
する。またアメリカのウイスコンシン州の湖沼では 5月 |  
から 8月にかけて出現する (Smith 1920) 0 出現しない。本穫の分布は兵庫県士山地方、岡山県、広
Volvox aureus 島県、大分県地方の溜池のほかに西津軽地方( 水野
* 種は戸川池、花岡池、浦壁池、門前池、中山地に現 I 1955. 1956. 1958. 1963) の溜池での報告があり、その

われ一般に秋季に多いが、例外として戸川池では 5月、 l他、本邦各地の湖沼、河川に最も普通にみられる種であ
中山池では 8月に多量に出現するほかは量的に少ない。 Iる( 冨川I 1963)。
本邦における溜池では四国の丸亀地方と池田市の溜池 Asterionellaf oγmosa 
(水野 1954. 1961 ) の報告がある。本種の大きさは270μ| 本種は門前池、池の内の大池に、秋季より冬季にかけ
前後であり、川村 (1956) の津軽十二湖の報告にやや似| て出現する。本種は本邦各地の湖沼に普通にみられる種
た大ききである。本種は富栄養および中栄養型湖沼に現| であるが溜池では奈良県郡山、大阪府下の溜池( 水野
われる。 1 1961. 1962) に出現の報告がある。本種は主として中栄
Melosira varians 養型および貧栄養型湖沼に分布する。
本種は庄藻類中主要なもので、分布範囲は一般に中栄 Surirella tenera 
養型湖沼に多いとされているが調査池全部に出現する。 I 本種は大谷新池にのみ 1 月fこ少量の出現をみる。本種
周年にわたって出現する池は戸Jll池、花岡池、浦壁油、 Iは奈良県下北山の溜池( 渡辺 1954) に出現した報告が
門前池、大谷新池であり、何ずれも繁殖時期は一般に秋| あり本邦の溜池での報告はみない。
季に多く、特に門前池では11月に爆発的な大繁殖をみる Cosmarium sp. 
ことは注目すべきである。本種は本邦各地の湖沼、人工 |  本種は戸川池にのみ 5月に多量に出現する。本種の分
湖、溜池に出現する最も普通種である( 渡辺 1954)、 ! 布は奈良県都介野村( 渡辺 1952)の溜池のほかに大阪府
(水野 1964)、( 根来 1956. 1960)。本種は一般に富栄 | 下、瀬戸内海に面した地方の溜池に出現の報告がある
養性の湖沼に出現し、渡辺 (1962) はカワイ島( ハワイ I  (水野 1953. 1958. 1962)。
諸島) の渓流で本種を報告している。 Anabaena tlanctonica 
Synedra acω |  本種は戸川池、花岡池、浦壁池、門前池、中山池、大
本種は正木池、戸川池、花岡池、浦壁湖、門前池、中 | 谷新池、太郎池に夏季水温の上昇時期に現われ、門前池
山池、大谷新池に出現し、一般に春季と夏季に多い傾向 ! では 6月に爆発的な繁殖のほか、浦壁池では 8 月に極め
がみられる。特に戸川池切土 8 .，...， 9月に大繁殖がみられ | て多量に増殖するが、他の池では何ずれも少量の出現を
るほかに門前池にも11月に多量に出現する。本種は本邦 | みるにすぎない。本邦における溜池では松山地方の溜池
各地の湖沼、江湖、溜池にみられる普通種である( 水| で Anabaena sp. が報告され、また高松では Anaba-
野 1964)、(J11村 1956)、( 概 1956. 1960)、(富JII I  ena circinalis (水野 1954) が報告され、さらに水野
1962 b)。本種は一般に富栄養型および中栄養型湖沼に I  (1956) は岡山県の溜池で Anabaena sp. を報告してい
多く現われる特徴をもっている。 Iる。また冨JII (1962 b)は鳥取県湖山池で本種を認めてい
Sjmedra ulna る。本種は一般に富栄養型および中栄養型湖沼に現われ
本種は大谷新池に 6月に極めて少量の出現をみるほか | る代表的なものである。
他の溜池には出現しない。本種は本邦至るところの湖 Microcystis inearta 
沼、人工湖、輸に出現する普通種である( 水野 1955，I  雄は戸JII池、花岡池、中山池、大谷新池、太郎池、
1956. 1958， 1961， 1962)、(根来 1956. 1960)、(冨JII I池の内の大池に 7月から10月にわたって出現する最も普
1962 a)。また渡辺( 1962) はカワイ島( ハワイ諸島) で| 通の種である。特に戸JII池では10月に極めて多く現わ
本種を記録している。本種は富栄養裂から中栄養型に分| れ、花岡油、中山池では 9 月に、大谷新池では8 月に増
布するが、時には貧栄養型湖沼にも現われる場合もあ | 殖の最大があり、その他の月は何ずれも少量の出現をみ
る。 I るにすぎない。本邦の溜泌には本種の報告はみない。
Gyrosigma accuminatum Micγ'ocystis aeγuginosa 
本種は戸JII池、浦壁池、門前池、中山池、大谷新池! 本種は花岡池、門前池に 7月から 9月までに出現す
に、一般に冬季最も水温の低い時期に現われ、何ずれも | る。花岡池は 7月に、門前池は 8月に増殖の最大がみら
量的には少ない。本穫は本邦各地の湖沼、人工湖、溜池 lれる。本邦における分布は大阪府下、兵庫県播磨地方、
にみられる普通種である( 水野 1954. 1956. 1961)、 | 四国北部地方、岡山県、鳥取県下、奈良県郡山、池田市
(冨JII 1962)0 などの溜池に出現( 水野 1953，1954，1955. 1956. 1961) 
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するほか奈良県下北山地方の溜池( 渡辺 1954)にも出現
の報告がある。本種は一般に富栄養型湖沼に現われる
が、時には中栄養型湖沼にも現われる。
Pediastrum biwa 
本種は調査池全部に 7月から10月にかけて出現し、主
として量的に多いのは秋季である。本種は分布が限定さ
れているため本邦各地の溜溜での報告はみなし、。本邦で
は、びわ湖に現われることを( 根来 1956， 1960) (水野
1964) によって報告されている。
Pediastγu m  boγyanum 
本種は花岡池、浦壁池にのみ晩秋に何ずれも少量の出

現をみる。本種は本邦各地の滋沼、河川に産する普通種
(水野 1964)であるが、本邦の溜池での報告はなし、。本
穫は主として中栄養型湖沼に多く現われるが、時には富
栄養型湖沼にも現われる。
Stauγastrum taradoxm 
本種は中山池、大谷新池に夏季から秋季にかけて現わ
れるが、中山池では10月に増殖の最大がある。本種は大
阪府下、兵庫県の溜池( 水野 1953， 1958)にも出現の報

の天然湖沼にも出現する普通種である。
Stigeoclonium sp. 
本穫は大谷新池にのみ 7 月に多量に出現する。本邦で
は近畿各地の湖沼にみられる( 水野 1964)。
Strettonema sp. 
本種は中山池にのみ 8月から10月にかけて多量にみら
れ、特に10月に増殖の最大がある。本邦では兵庫県北条
地方の溜池、神戸、明石市からも見い出されている( 水
野 1964)。

4) 各池に出現するプランクトンの季節約変化

a) 正木池

正木池に周年にわたって出現するプランクトンは〔表
10 ・図37) に示すま日く、動物性プランクトンでは按脚類
1種、校角類 3種、輸虫類17種、原生動物 2種、植物性
プランクトンは庄藻類 2種、緑藻 1種、計26種である。
本池に出現する模脚類では Cyclots vicinusであるが、
本種の出現時期は 2 月に最も多く、 3 月、 4 月には漸減
し7月まで現われ、その後ふたたひq O月と11月に現われ
るが、しかし量的には少ない。本池に出現する校角類中
最も量的に多いのは Bosmina longiγostris で、本種は
早春から秋季にかけて現われ校角類中、出現時期は最も
長い。その他 D 砂hanosoma brachyurum は 6月、 7 月、
8月に少量みられるほか Dathnia longiゅina は 4 月に
のみ僅かにみられるにすぎない。
輪虫類で代表的な種は Polyarthra trigla で11月から

図37. 正木池におけるプラクトンの月別変化

-・・ーーー田・ーー

掴lO‘. .  IY V ・，. .. 

Cyclots vicinus 
Bosmina longirostris 

P Oかarthra trigla 

Astlanchna Priodonta 
Keratella cochlearis 
var. tecta 

Dinobryon divergens 

Ceratium hirundinella 

3月までと、 8月から10月の 2 回出現の時期があるが増
殖の最大は 2 月にある。輪虫類中本種が量的に最も多
い。その他本池における輪虫類としては Astlanchna
pγiodonta が 3月に多量に出現する。また春季に出現す
る種としては Diurella sp. K eγ'atella quadrata f. 
testudo， K .  quadrata f. irregularis， Trichoceγca 
longiseta， Monostyla hamata などの輪虫類のほかに
原生動物としては Dinobryon divergens が秋季から春
季にかけて現われるが、特に春季に繁殖の最大がある。
植物性プランクトンとしては Melosira vaγians が秋季
から春季にかけて出現するが繁殖の最大は秋季にある。
Synedra acusは春季と夏季に僅かにみられる。
夏季に現われる輪虫類としては K eγatella valga， 
Pomtholyx comtlanata， Conochilus unicornis， 
Pedialion mirum などであるが、そのうち Conochilus
unicornis をのぞき何ずれも少量の出現をみるにすぎな
い。緑藻類では Pediastrum biwa が 7月と 10月に少量
ながら観察される。
秋季に現われる種としては Trichocerca stylata， 
Ploesoma truncatum， B γachionus rubens， B. caly-
ciflorus var. amthiceros などの輪虫類が少量ながら
出現する。そのほか Ceratium hirundinella が秋季多
量に出現する。
次に周年にわたって出現する種としては Keratella
cochlearis var. tecta は 2月と 7 月をのぞくほかは各
月に出現し、特に 5月と10月に多く、その他の月は何ず
れも量的には少ない。以上正木池に出現するプランクト
ン相についての概略を報告したが、動物性プランクトン
の量的に最も多い月は 3月、 5月、 10月で、最も少ない
月は 1月である。植物性プランクトンの最も多L、月は12
月で、少ない月は 2 月、 3 月、 9 月である。本池に出現
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するプランクトン種および出現量より本池は調和型の中
栄養型湖沼の傾向が認められる。

b ) 戸川池

戸川池におけるプランクトンの出現状況は〔表11J お
よび〔図38) に示す如く、動物性プランクトン中榛脚類
2種‘枝角類 3種、輸虫類14種、原生動物 5種、植物性
プランクトンでは産藻類 3種、藍藻類 3種、緑藻類 1
種、計31種類を記録した。

図38. 戸川池におけるプランクトンの月別変化

Eodiaptomus japonicus 

Bosmina longiγ'ostris 

Diaphanosoma brachyrum 

Filinia longiseta 

Keratella cochleaγis 
var. tecta 
Polyarthra trigla 
Keratella cochleaγis 
Asplanchna priodonta 
Ploesoma truncatum 

Ceγatium hirundinella 

冬季に現われる榛脚類としては Eodiaptomus japo叩

nicus が量的にかなり多い。校角類では Bosmina lon-
girost門 S が 1、 2月に少量現われ、輸虫類では Poly-
aγthγa  trigla が 2月に比較的多く現われるほか植物性
プランクトンでは Melosira va門仰S が比較的多くみら
れる。
春季に現われる主要な径としては Eodiaptomus japo 
nicus が 3 月に急激に増殖し極大を示すが 4 月には減少
し、 5月にはまったく姿を消す。
Bosmina longrostγlS は冬季に続いて現われるが 4
月に急激に増殖が行なわれる。輸虫類では Keratella
cochlearis var. tecta が 4 、 5月に少量現われるほか
Keratella cochlearis， Polyarthra trigla， AsPlanchna 
triodonta が何ずれも少量ながら出現する。原生動物で
は Ce問 tium hirundinella が 5月に急激に増殖するほ
か Dinobryon diveγgens が 5月にのみ多量に現われた
ことは特異的な現象である。植物性プランクトンでは
Melosira vaγians が 4 月に大増殖がみられ 5月には急
激に減少する。そのほか Cosmarium praemorsum が
かなり多く現われる。
夏季に現われる主要なプランクトンはCyclops vicinus 
が 7、8月に少量の出現がみられ、枝角類では Bosmina

longirostγis が春季に続いて現われるが量的には少な
い。そのほか DiPhanosoma brachyurum が 6月から
現われるが量的には僅かで、ある。輪虫類で主要な種は
Polyarthra trigla が多量に現われ、次に AsPlanchna
priodonta もかなり多く出現する。 Ploesoma truncatam 
は 6月から現われ 8月に姿を消すが量的には 7月に多
い。そのほか Polyarthra sp.， Trichocerca longiseta， 
PomPholyx complanata， Trichocerca stylata， Noth-
olca labis， Conochilus unicornis などが夏季に現われ
るが何ずれも量的には少なL、。
次に秋季に現われる主要種としては Cyclops V !cinus 
は 9、10月に現われるが量的に少なく、枝角類では
Bosmina longirostris が夏季にひき続いて現われてお
り、特に10月には極めて多量に見られる。その他 D 争・
hanosoma brachyurum 11夏季に続いて現われている
が、特に10月には各月にくらべて増加している。次に輪
虫類では Filinia longiseta が10月に極めて多量に出現
することは注目に値する。次tこ Keratella cochleaγis 
var. tecta は11月にかなり多量に現われ冬季に続いて
いる。その他 Keratella valga， Polyarthra tγigla， 
Trichocerca stylata， Brachionus unicornis， B. for. 
ficula などが秋季現われるが何ずれも量的には少量で
ある。次に様物性プランクトンでは Melosira vaγians 
が11月に大増殖が行なわれ、そのほか Synedra acus で
あるが本径は夏季に大繁殖し、秋季には幾分減少する
が、それでも植物性プラ γクトン中では Melosira に次
いで主要な種である。また Anabaena planctonicaが 9
月に多量に、 Microcystis inearta が10月にやや多量に
現われる。以上、戸川池に出現する主要種の季節的変化
について概略を報告したが、各月中動物性プランクトン
の出現量の多い月は 5月で、少ない月は 1月であり、植
物性プランクトンで前者は 8 月で、後者は 2 月にある。
戸川池に出現するプランクトン相からみて調和型で富栄
養性の傾向強い溜池と思われる。

c ) 花岡池

本池における周年にわたるプランクトンの出現状況は
〔表12J および〔図39) に示す如くである。榛脚類 2
種、枝角類 3種、輸虫類19種、原生動物 5種、植物性で
は庄藻類 2種、藍藻類4種、緑藻類 2種、計37種を記録
しTこ。
冬季における主要な種は Eodiaptomus japonicus が
2月に少量の出現をみるが、枝角類では Bosmina long-
irostγis が秋季に続いて現われ、特に12月に多量に現わ
れる。そのほか DaPhnia pulex が12月にのみ少量現わ
れた事は注目すべきである。輸虫類では Keratella
cochleaγis var. tecta が 2月にのみ少量現われるほか
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Polyarthra trigla， Astlanchna triodonta が少量出
現するだけにすぎなく、また種数も少ない。次に原生動
物では Dinobryon divergens が12月に極めて多量に現
われ 1、 2月には幾分減少するが、しかし量的には極め
て多い。植物性プランクトンでは Melosira vaγians が
秋季に引き続いて出現し、特に12月には多く植物性では
優占穫である。

図39. 花岡池におけるプランクトンの月別変化

Cyclots vici担us

Bosmina longirostris 

Keratella cochlearis 
var. tecta 
Polyarthra trigla 
Astlanchna triodonta 
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次に春季における主要な種は機関類では冬季にひき続
き Eodiattomus jatonicus が現われ、特に 4 月には量
的に多く 5月からは出現しない。校角類では Bosmina
longirostγis が冬季にひき続いて現われているが、特に
5月には量的にかなり増加する。輪虫類では Keratella
cochleaγis が 3 月より現われるが、特に 4 月には量的
に増加する。そのほか Polyarthra trigla が冬季に続
いて現われているが 3月に増殖し、 4 月には急激に減少
する。また Astlanchna triodonta， Ploesoma trun_ 
catum なども出現するが何ずれも量的には少量である。
次に夏季に現われる主要種は枝角類の Bosmina long-
irostris であるが本種は 6月に大発生をし 7月には急激
に減少する。そのほか D 争hanosoma b問 chyuru摘が 6
月にのみ多量に現われる。輪虫類では Keratella coch-
learis が春季に続いて現われているが 8月にやや増加が
みられ、 Polyarthra trigla は 6、 7 月とかなり多く出
現している。そのほか T 円 chocerca tigris， Pomtholyx 
comtlanata が一時的に比較的多く現われ、その他 Ke-
ratella cochlearis var. tecta， Ploesoma truncatum， 
Trichocerca longiseta など何ずれも少量の出現をみる
にすぎない。原生動物では Ceratium hirundinella が
春季に多量に出現しているが、夏季には急激に減少す
る。しかし動物性プランクトン中主要な種である。その
ほか Eudoγina elegans は 8月に発生し量的にもかな

|  り多い。次に植物性プラ γタトンでは Microcystis in-
eaγta が 7月から多量に現われ秋季に続いてしる。次に
Melosira vaγians は 6月に極めて多量に出現するが、
7 月には急激に減少し 8 月にはまったく姿を消してい
る。そのほか Synedra acus， Anabaena tlanctonica， 
Microcystis aerginosa， Trichodesmium erytheraeum 
なども出現しており量的には何ずれも少なL、。
以上花岡池に出現する主要なプランクトンの概要を報

告したが動物性フ. ランクトンの出現量の多い月は12月
で、これは Dinobryon divergens の急激な増殖のため
で、最も少ない月は 3月であり、他の溜池とかなり異な
った状態を示すが植物性プランクトンで前者は11月で、
後者は 4 月にある。本池のプランクトン相および量から
本池は調和型の富栄養性の傾向のj留池である。

d ) 浦霊池

浦壁池における周年のプランクトン出現特況は〔表13
・図40J の如くである。動物性プランクトンでは核抑類
2 種、校角類 3 種、輸虫類20種、原生動物 4 種、植物性
プランクトンで‘はF t 藻類4 種、藍藻類 2 種、緑藻類 3
種、計38種を記録した。
冬季における主要な種は Eodiattomus jatonicvsが
2月に少量現われ、 Cyclots V I C z n U S が12月に比較的多
く出現する。枝角類では Bosmina langirostγis が12月
に多量に現われるが 1月にはまったく姿を消し、輸虫類
では Polyarthra triglσが 2 月にかなり多く現われ、そ
のほか Keratella cochleaγis var. tecta， Astlanchna 
triodonta， Notholca labis など何ずれも少量の出現を
みるにすぎなし、。植物性プランクトンでは Melosira
varians が少量出現するほかに Synedra acus， Gyro-
sigma accuminatum など何ずれも極く少量の1M現をみ
るにすぎなし、。
春季に出現する主要な穫としては Eodiattomus jato' 
nicus が 4 月にかなり増加し、そのほか Cyclots vicinus 
が 3月に急激に増殖し極めて多量の出現がみられる。校
角類では Bosmina longirostγis が 3 月より現われ 4 、
5 月と急激に増加し、特に増殖の極大は 6月にあって極
めて多量に出現する。そのほか Dathnia longistina が
4 月にのみ極く少量の出現をみる。輪虫類では Polyar-
thra tγigla が 5月にかなり多く現われるほか Astlan-
chna triodonta が 3、 4 月にやや多く出現する。原生
動物では Ceratium hirundinella が 4 月に多量に現わ
れ、植物性プランクトンでは Melosira varians が少量
の出現をみるにすぎなし、。
次に夏季に出現する主要な種としては Cyclots vici_ 
nus がやや多く現われ、枝角類では Bosmina longiro-
stγis が 6 月に急激に増殖し極めて多量に現われるが、
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図40. 滞壁池におけるプランクトンの月別変化
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7 月に減少し 8月には現われない。そのほか Dithano-
soma brachyurum は 6、 7月に少量の出現をみる。
輪虫類中主要なものとしては Polyarthra trigla が 8
月に極めて多量に出現するほか Trichocerca stylata が
8月に多量に増殖し、そのほか Conochilus unicornis 
が 7月にかなり多く出現する。その他 Keratella coch-
iearis var. tecta， Asplanchna triodonta， Filinia 
longiseta， B γ'achionus calyciflorus， B. urceolaγis， 
Trichocerca longiseta， T. stylata， Notholca labis， 
Ploesoma trunctum などの出現をみるが何ずれも量的
には少なL、。次に原生動物では Ceratium hirundinella 
が 7月に多量に現われるほか Eudorina elegansが 6月
にかなり多く現われる。植物性プランクトンでは Melo-
sira variansが 6月に急激に増殖して、 7月には減少す
る、 Synedra acus が 8月に多量に発生し、また Ana-
baena Planctonica が 8 月に大発生し植物性プランクト
ンの優占種となっている。
次に秋季に出現する主要な種は Cyclots vicinusは量
的に少なく、また夏季繁殖した Bosmina longirostris 
は11月に極めて多量に出現する。輸虫類では Keratella
cochleaγis var. tecta が10月に大繁殖をし Filinia
longiseta は 9 月に多量に出現し、 Trhichoceγca stylata 
は夏季に続いて10月に多量に出現する。そのほか Kera-
tella valga asymmetrica が 9月に比較的多く出現し、
また Keratella valga， K. cochlearis， AsPlanchna 
priodonta， Polyarthra trigla， Trichoceγ'ca tigris， 
Conochilus unicornis， Lecane luna などの出現をみ
るが何ずれも量的には少ない。次に原生動物では Cera-
tium hiγundinella が 9月から増殖が始まり 10月に爆発
的な増殖が行なわれる。 Eudorina elegans も現われる
が量的には少ない。植物性プラ γクトンではMicrocystis

inearta が 9 月に急激に増加し10月まで続く。植物性プ
ランクト γでは本種が優占する。その他 Melosira 
varians， Anabena planctonica， Pediastrum biwaなど
の出現をみるが何ずれも量的には少ない。
以上浦皇室池に周年にわたって出現するプラ γクトンの

概要について報告したが、動物性プランクトンの出現量
の最も多い月は10月で、最少は 2 月であり、植物性プラ
ンクトンでは前者は 8月で、後者は 3月である。本池に
曲現するプランクトン相およびその出現量からみて調和
型の富栄養性の傾向をもっ溜池と思われる。

e ) 門前波

門前池における周年のプランクトン出現状況は〔表14
・図41 ) に示す如くである。動物性プラ γクトン中稜脚
類 2種、校角類 2種、輪虫類14種、原生動物 5種、積物
性プラ γクトンでは珪藻類 4種、霊童藻類 2種、緑濠類 1
種、計30種を記録した。
冬季出現するプラ γクトン中主要なものは Cyclops
vicinus であるが量的には少なし、。本種は周年にわたっ
て出現するが量的には少ない。校角類では Bosmina
longirostγis が12月と 2月に出現するが量的には 2月の
方が多い。輪虫類では Keratella cochlearis var. tecta 
が 2 月に多量に現われるほか Brachionus angularis 
var. bidens， Astlanchna Tγiodonta， POlyaγthra tri-
gla， Filinia longiseta などの出現をみるが何ずれも量
的には少量の出現にすぎない。原生動物で
di初ve酢γgensはs が多量に出現する。植物性プランクトンでは
Melosira vaγians が11月に爆発的大増殖が行なわれた
が12月には急激に減少する。しかし植物性プランクトン
では優占し、そのほか Synedra acus が 2月に多量に現
われる。
次に春季出現する主要なプラ γクトンのうち稜澗類で
はCyclots vicinusであるが量的には極めて少量である。
枝角類では Bosmina longirostγis が 5月に多量に現わ
れ、輪虫類では Brachionus angulaγis が 3月に多量に
みられ輪虫類では本種が優占する。その他 Keratella
cochlearis var. tecta， Astlanchna triodonta， Ploe-
soma truncatum， Polyaγthra trigla， Pedialion mi-
r u m， Pediastrum boryanum などが出現するが何ずれ
も量的には少ない。原生動物では Dinobryon diveγgens 
が 5月にやや多く現われる。植物性プランクトンでは
Melosira varians が優占する Synedra acus が 3月に
多量に出現する。
次に夏季に現われる主要な種は校角類では Bosmina
longirostγis が優占するが 8 月にはまったく姿を消す。
そのほか Dithanosoma brachyurum が 6、 7月に僅
かにみられる。輪虫類では Trichoceγca stylataが優占
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図41. 門前池におけるプランクトンの月別変化
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し、そのほか AsPlanchna priodonta も多量に出現し、
Keratella cochlearis var. tecta， B γachionus foヴト
cula， Polyarthra tγigla， Pedialion m iγu m などもか
なり多く見られる。植物性プランクトンでは春季にみら
れなかった Anabaena Planctnica が 6月に爆発的な増
殖が行なわれたが 7月には急激に減少し 8月にふたたび
増殖したが、 6月のような大増殖は行なわれない。次に
Melosira vaγians も春季に続いて多量に出現している。
次に秋季の主要なプランクトンは Cyclops vicinus が
少量ながら出現し、校角類はまったく現われない。輪虫
類で優占種は K eγatella cochlearis var. tecta である
が本種のほかに多量に出現する種は Keratella valga 
asymmetrica， Polyarthγa  trigla であり、また Kera-
tella valga， AsPlanchna priodonta， Filinia longi-
seta， Conochilus unicornis， Trichocerca stylata 
などが少量出現する。植物性プラフクトンは急激に減少
し9 月に Melosira varians が少量の出現のほかに
Synedra acus， Microcystis aeruginosa， Pediastrum 
biwa が極めて少量みられるにすぎない。
以上門前池に出現する主要なプランクト γについて報
告したが、動物性プランクトンの量的に最も多い月は 6
月で、少ない月は10月であり、植物性プラ γクトンで前
者は11月で、後者は10月である。本池に出現するプラン
クトン相および出現量からみて調和型で、しかも富栄養
性の傾向の強い溜池と思考される。

f ) 中山池

本池における周年にわたるプラソクトンの出現状況は
〔表15 ・図42J に示す如くである。動物性プランクトン
では榛脚類 2種、校角類 2種、輸虫類13種、原生動物 4
種、植物性プランクトンでは珪藻類 3種、藍藻類2種、

緑藻類4種、計30種類を記録した。
本池に冬季出現する主要な種は Eodiaptomus japoni-
cus が少量ながら出現する。校角類は全然認められな
い。輪虫類では Keratella cochlearisが12月と 1月に極
めて多量に出現し本穫が優占する。その他 Filinia long-
iseta が 1 月に多量に出現する。また K eγ'atella quad-
rata， Notholca labis， Diurella sp.， Astlanchna 
priodonta が少量ながら出現する。原生動物では Dino-
bryon diveγgens が 1 月に極めて多量出現する。植物性
プラ γクトンは僅かに Melosira varians， Gyrosigma 
accuminatum， Synedγ'a acusが極く少量出現するにす
ぎない。春季出現する主要な種としては Eodiaptomus
japonicus が 3月に急激に増殖し各月中の最大を示す。
枝角類では Bosmina longirostris が始めて現われ、
また量的にもかなり多く、 5月には Diaphanosoma
b γa釘ch勾yur'γ1
では冬季に引き続いて K eγratωellμa cωochlearγiおs が少量現
われるほカか為は、冬季出現した輪虫類はまったくみられな
しまた春季出現する輪虫類も見られず特集的な現象で、
ある。原生動物では Ceratium hirundinella が3 月か
ら少量現われたが 5月には急激に増殖し多量の出現をみ
る。また Eudorina elegansが 5月にのみ極めて多量に
現われるほか、植物性プランクトンの出現がまったくみ
られない。
次に夏季に出現する主要な種としては Eodiaptomus

japonicus は6 月、 7 月と少量ながら出現するが8 月に
は出現しなし、。 Cyclops vicinus は 6 月から発生し、特
に 8月には量的に多い。校角類では Diphanosoma bra-
chyurum は 7月まで少量ながら現われたが 8月には出
現しなL、。また Bosmina longirostris は 6月には少量
の出現がみられたが 7月には出現しなし、。輪虫類では

図42. 中山池におけるプランクトンの月別変化
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Keratella cochleaγis は 8月まで出現したが 7月には姿
を消し、新たに出現した種の中で優占穫は Pedialion
mzγu m で、次に Lecane luna で、その他 Ploesoma
truncat山 n，Polyarthγa  trigla， Tγichocerca stylata， 
T. tigris などの出現をみるが何ずれも少量である。原
生動物では Ceratium hiγundinella が春季に続いて出
現するが、特に 7月には量的に多く、また Volvox aureus 
が 7 、8 月にやや多く出現している。植物性プランクト
γでは Stigeoclonium sp. が優占し、次に Stγettone-
m a  sp. が極めて多くその他 Microcystir inearta が多
量に出現する。
次に秋季に出現する主要な種は Cyclots vicinus が少

量ながら出現し、校角類では Bosmina longiγ.ostris 
が10月に少量の出現をみるだけである。輪虫類では
Keratella cochlearis がふたたび 9 月より現われるが量
的には少なく、その他 Polyarthra trigla が夏季に続い
て出現するが量的には少なし、。また Lecane luna が10
月に少量の出現をみる。原生動物では Ceratium hiru. 
ndinella が夏季にひき続いて出現するが 11 月にはかな
り増加し、また Dinobryon diverg，叩 S は11月に爆発的
な増殖が行なわれる。そのほか Volvox aureus が夏季
に続いて 9月に少量みられる。植物性プランクトンでは
Staurastrum taγadoxm i M O月tこ、 Microcystis inearta 
が 9 月にそれぞれ極めて多量に出現し次に Strettonema
sp. が多量に出現する。以上中山池に出現する主要な種
について報告したが周年を通じて動物性プランクトンの
最も多い月は11月で、最も少ない月は2 月である。また
植物性プランクトンの前者は10月で、後者は 1月、 3月
4 月、 5月、 6 月で、植物性プランクトンの極端に少な
い池として極めてまれな溜池である。本池に出現するプ
ランクト γ棺および量的より考え調和型の中栄養性で、
しかも貧栄養性に近い溜池と思考される。

g) 大谷新池

本池の周年におけるプランクトンの出現状況は〔表16
・図43) に示す如く、棒脚類 2種、校角類 2種、輸虫類
10種、原生動物 3種、珪藻類 5種、藍濠類 2種、緑藻類
4 種、計28種である。
冬季に出現する主要な種としては校角類でι工Bosmina
longi rostris が12月にのみ少量みられるほか、総虫類で
は Polyarthra trigla が 2 月に多量現われ優占する。
そのほか Astlanchna triodonta， Kerelella cochlearis 
が少量にみられるすぎなく植物性プランクトンではMe-
losira varians が優占する。
次に春季出現する主要な種は Eodiattomus jatonicus 
が 4 月にのみ極く少量の出現をみる。校角類では Bos-
mina longirostγis が 4 月やや多く現われるほか Dith-

anosoma bγacyurum が 5月に少量出現する。輸虫類の
優占種は冬季に続いて Polyarthra trigla で、特に 3月
に多量に出現する。次に Astlanchna triodonta が 3
月にやや多く現われ 4 月、 5月と続くが量的には少な
い。そのほか Keretella cochlearis が 5月に極めて少
量の出現をみる。原生動物では Ceratiul河 hirundinella
が 5月に多量に現われ、 Dinobγ.yon divergens が 4 月
と5月に少量現われる。植物性プラ γクトンは Melosira
varians が少量の出現をみるのみである。

図43. 大谷新池におけるプランクトンの月別変化
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次に夏季出現する主要な種は Cyclots vicinus が少量
ながら現われ、校角類では Bosmina longirostris が少
量みられる。輪虫類では K e問 tella cochlearis が優占
するが、次に春季に続いておlyarthra trigla が少
量ながら出現する。そのほか Ploesoma truncatum， 
Lecane flexilis， B γachionus calyciflorus， Pedialion 
mirum， Trichocerca stylata などが何ずれも少量なが
ら出現する。原生動物では Ceratium hirundinella が
極めて少量みられるほか Eudoγina elegans が 8月にの
み少量出現する。植物性プランクトンでは Microcystis
inearta が優占し、次に Stigeoclonium sp. が 7月に
多量に現われる。秋季に現われる主要種は Cyclots vi-
cinus が10月に極めて少量みられるほか校角類では Bo-
smina longirostγis が僅にみられる。輸虫類では Ploe-
soma tγuncatum が優占するが、その他夏季にひき続き
出現した Polyarthra tγigla が10月にやや多く、その他
Keratella cochlearis も夏季に続いて出現しているが量
的には減少している。その他 Astlanchna triodonta， 
Conochilus unicornis， Brachionus foγficula などが出
現するが侭ずれも少量の出現をみるにすぎない。原生動
l 物では Ceratium hi門 mdinella が夏季に続いて少量の
! 出現がみられる。植物性ブランクトンでは Anabaena
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tlanctonicaが 9月に多量に出現するほかは Microcystis
inearta， Strettonema sp.， Pedi・'astrum biwa， Staur-
astrum taradoxum など少量の出現をみるにすぎない。
以上大谷新池に周年にわたって出現するプランクトンに
ついて報告したが、動物性プラ γクトンの最も多いのは
5月で、少ないのは 6月である。また椋物性プラ γタト
シで前者は 5月、後者は 2月、 3月、 4月である。本池
に出現するプランクト γ相および出現量よりみて本池は
調和型の中栄養性の傾向が強い池と思考される。

h )  池の内の大池

本池における周年にわたるプランクト γの出現状況は
〔表17 ・図44) に示す如くである。動物性プラ γクト γ

中榛脚類2種、校角類 2種、輪虫類16種、原生動物 3
種、植物性プラ γクト γでは珪藻類 2種、藍藻類 1種、
緑藻類 4種、計30種類を記録した。

図44. 池の内の大池におけるプランクトンの
月別変化
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冬季に出現する主要な種としては Eodiattomus japo-
nicus が 1 月に極めて多量に出現し、その他 Cyclots
viciπus が 1 月に多量に出現することは他の池にみられ
ない現象である。校角類では Bosmina longiγostris が
秋季に続いて現われ、特に 1 月には多量に出現する。本
種は2 月から 8 月まで各月に少量ながら必ず出現する種
である。輪虫類では AsPlanchna triodonta が12月に
極めて多量に出現し優占する。その他 Keretella coch-
learis var. tecta， Notholca labis， Brachionus angu 
laris var. bidens などが出現すが何れも少量の出現を
みるにすぎない。原生動物では Dinobryon divergens 
が 2月に少量の出現がみられ、植物性プランクト γでは
Melosira 叩 rians がやや多く現われるが冬季は種数、
量共に少ない。

次に春季に出現する主要な種としては Eodiaptomus
jatonicus が 4 月に極めて少量出現する。校魚類では
Bosmina longirostris が少量出現し、輪虫類では
AsPlanchna triodonta が多く、次にPolyarthra trigla， 
Brachionus angularis var- bidens などが少量ながら
出現する。原生動物では Ceratium hiruηdinella が 5
月に多量に、 Dinobryon divergens が比較的多く出現
し、植物性プランクトンでは Melosira vaγians が 5月
に多量に出現する。
次に夏季に出現する主要な種は Eodiaptomus jatoni-
cus が少量出現し、校角類の Bosmina longirostris は
7月に多量に出現し、そのほか Dithanosoma brachy-
urum が少量出現する。輪虫類では Keratella cochle-
aris が 6月にやや多く現われるほか Conochilus uni-
cornis が 7月に極めて多く輪虫類では優占する。次に
Ploesoma truncatum が比較的多く現われる。その他
AsPlanchna priodonta， Brachionus forficula， Poly-
arthra trigla， Pedialion mirum， Monostyla bullaな
どが出現するが何ずれも量的には少ない。次に原生動物
では Dinobryon diveγgens が 6月に急激に大増殖を行
ない極めて多量に発生したが特異的な現象である。植物
性プランクトンとしては Melosira varians が量的に多
く優占する。
秋季に現われる主要な種としては CyclopS V lcinvs 
がふたたび極めて少量で、あるが現われ、校角類では
Bosmina longirostγis が多量に現われる。輸虫類では
Keratella cochlearis が夏季に続き特に10月に多量に現
われるほか Polyaγthra trigla も夏季に続いて現われ、
特に10月に比較的多く現われる。そのほか Trichocerca
elongata， T. stylata， Keratella cochleaγis var. 
tecta， AsPlanchna priodonta， B γachionus forficula， 
B. calycifloγus var. amPhiceros， B. γubens， Cono-
chilus unicornis， Pedialion mirum などが現われるが
何れも量的には少量である。植物性プランクトンでは
Melosira vaγians が夏季に続いて出現するが量的には
かなり減少する。しカか、し植物{ 性生プランクトンて
る。その他且M i化Cγ何ocりystiωs 初ne叩arパtaι，
dox叫閉，Pediast門叩lm b“iwa などの出現をみるが何ずれ
も量的には少ない。
以上池の内に出現する主要種について報告したが動物

性プランクトンの量的に最も多い月は 6月で、最も少な
い月は 2 月である。本池に出現するプランクトソ相およ
び出現量からみて調和型で、しかも富栄養性の傾向の強
い溜池と思考される。

i  ) 太郎池

太良fl池における周年にわたるプランクトンの出現状況
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は〔表18 ・図45) に示す如くである。動物性プラ γクト
ン中榛締類 1種、校角類2種、輸虫類10種、原生動物4
種、植物性プランクト γでは珪藻類 1種、藍藻類 2種、
緑藻類 3種、計23種類を記録した。
動物性プランクト γで主要な種は稜脚類の Eodiatto・
mus jatonicus であり本種は周年にわたって出現する
が、他の池では例がなしその点では非常に特徴がある。
そのほか周年に近い出現をみるのが輪虫類の Polyar-
thra trigla である。次に季節的に分けてみると冬季に
出現する主要な種は前述のニ者をのぞいては植物性プラ
ンクトンの Melosira varians で、本種は特に12月に大
増殖し 1月には多少減少するが、しかし植物性プランク
トンでは優占種である。

図45. 太郎池におけるプランクトンの月別変化

Eodiattomu耳jatonica
Diathanosoma brachyurum 
Keratella chchlearis 
var. tecta 
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春季には Eodiattomω jatonicus も多少増殖し年間
を通じて最も多く、その他輪虫類では Astlanchna tri-
odonta が現われ輪虫類では優占する。その他 Filinia

longzseta が少量現われる。植物性プラ γクトンでは冬
季に続いて Melosira varians が優占する。
次に夏季出現する主要な種としては校角類では Dia-

thanosoma brachyu門仰が少量現われ、輪虫類では
Astlanchna triodonta が優占する。また Keratella
cochlearis var. tecta が少量ながら現われ、その他
Conochilus unicornis， Monosかla sinuata， Tricho幽

cerca tigris， Pedialion mirum， Brachionus γubens 
などが出現するが何ずれも量的には少ない。原生動物で
は Eudorina elegansが少量の出現をみるほか Euglena
acus が比較的多く現われる。績物性プランクトンでは
Melosira varians が急激に減少して 7月にはまったく
姿を消し、 8月にふたたび少量の出現をみる。
秋季に出現する主要な種は Eodiattomus jatonicus 
で輪虫類では Keratella cochlearis var. tecta， Astlan-
chna triodonta， Polyarthra trigla で原生動物では
Euglena acus が極めて少量の出現がみられ、また植物
性プランクトンでは Microcystis inearta， Staurost・
rum paradoxum， Pediastrum biwa が少量出現してお
り Melosira varians は11月に極めて多量に出現し秋季
の優占種である。
以上太郎池に出現するプラ γクトンについて報告した

が、動物性プランクト γの量的に最も多いのは 7月、少
ないのは10月で、植物性プランクト γで前者は11月で、
後者は10月である。本池に現われるプランクトン相およ
び出現量から調和型の中栄養性の傾向の強い溜池と恩わ
れる。

表10. 正木池におけるプランクトンの月別出現量 (20s中の個体数または細胞数)

ーー一ーーー一一一』一一ー一ー

ぬ種名 京日芸竺土土」比£出1包卸2引いい|戸阿湿別U叫1M 4 J 4」(
Copepoda 

6801 5∞l  1  Cyclots vicinus U L J A N I N  50 70 70 118 
Noup1ius of cyclops 120 590 65 826 
Copepodid of cyclops 46 63 140 35 236 
Cladocera 

2  D 争hanosoma brachyu叩 m ( L I的 IN) 73 40 41 
3  Dathnia longistina O.F.MuLLER. 34 
4  Bosmina longirostris (O.F.MむLLER.) 120 64 480 910 70 43 80 472 
Rotatoria 

5  Filinia longiseta ( E H R E N B E R G )  350 
6  Polyarthra trigla E H R E N B E R G  220 40 45 2720 180 215 300 590 
7  AsPlanchna triodonta G O S S E  240 60 35 
8  Diurella sp. 60 
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9  Keratella quadrata f. _， 32 
1 0 K . q m d M t a  f.tfreguta〈rEtBs〈RGEAEEBEURBGSE)E) 印

11 K. cochlearis var. tecta (GωSE) 1  421 1  631 2561 4201 1401 I  421 701 472 
12 K. valga EHRENBERG 1  40 
13 Trichocerca longiseta (SCHRANK) 69 
14 T. stylata I  00 
15 Monostyla hamata STOKES I  210 
16 PomPholyx complanata GωS E  1  35 
17 Conochilus unicornis Rou自由ELET j  3871 1  118 
18 Pedialion mirum HUDSON 42 
19 Ploesoma truncatum (LEVANDER) 1  120 
20 Brachionus rubens EHRENBERG I  295 
21 B. calyciflorus var.amp!!!.ceros ， 1  1  63 

(EHRENBERG) 
Dinof1agellata 

22 Ceratium hirundinella (O.F.MULLER)1 391 861 1601 2419 
23 Dinobryon diveγgens IM:HOF 1  14501 1  56401 341 4叙均 71 

Bacillariophyta 
24 Melosira varians AGARPH 1  7501 9201 1351 301 1  105 
25 Synedra acus K む四ING 651 1  380 
Chlorophyta 

26 p ，edtastyu m  bizva N E曲' R O 1 7 5 1 4 1 2 9 5  

動物性プラ γクト γ数 19201 s  13334∞680311033' 山624d町¥2 問354! 8941 6101 6139 
績物性プラソグトン数 7501 920¥ 1351 951 1  105! 1741 4211 1  295 

2  

表11. 戸川池におけるプランクトンの月別出現量 (20.e中の個体数または細胞数)

一川一一種一一一名一 一採一集一一年こ目1 - xr.121湿・ 141 1・151n ・151m .15JIV •121V .161VI .  131VI.131酒.13pX .20;X ・10
Copepoda 

1  Eodiaptomus japonicus (BUROKHARDT) 129 240 195 1305 92 
2  Cyclops vicinus ULJAN lN  65 80 30 00 
Nouplius of cyc10ps 40 640 990: 1978 495 581 80 320 767 
Copepodid of cyc10ps 1290 1250 40 46 40 67 177 
Cladocera 

3  Bosmina longirostγis (O.F.MむLL.) 430 80 130 644' 165 236 120 220 2773 
4  DaPhnia pulex LEYDI日 425 
5  D 幼hanos仰 na brachyurum (LI是VIN) 59 80 236 
Rotatoria 

6  Filinia longiseta (EHRENEERG) 430 00 216 2242 
7  Keratella cochlearis var tecta (G侃 SE) 8印 8ω 120 921 1∞ 177 
8  K.valga EIIRENBERG 175 
9  K. cochlearis (Go関E) 921 1∞ 170 
10 P Oかaγthra trigla EHRENBERG 195 461 165 472 440 ωo  1∞ 118 
11 Polyarthra sp. 83 
12 AsPlanchna priodonta GωS E  163 200 320 
13 Ploesoma tγuncatam (LEVANDER) 59 200 
14 Trichocerca longieeta (SOHRA阻) ω 
15 T. sかlata (G句 SE) 180 120 61 
16 PomPholyx compLanata Gα抱E 81 

- 1 1 5ー



17 Notholca labis G o8SE 
18 Conochilus unicornis ROUSSELET 90 
19 Brachionus foげたula WIERZEJ8KI 118 
Dinof1agellida 

20 Ceratium hirundinella (O.F.MuL回 R) 8250 2124 60 105 354 
21 Dinobryon divergens IMHOF 1290 1650 
Eug1enoida 

22 Eudorina elegans EHRENBERG 236 

1 1 r拙

23 Euglena acus EHRENBERG 57 
24 Volvox aureus EHRENBERG 430 1155 
Baci1lariophyta 

25 Melosira vaγ'Ians AGARPH 73100 2623 1160 260 450 47380 4785 28497 450 59 
26 Synedra acus KUTZING 73920 23α)0 53∞ 27 Gyrosigma accuminatum (KUTZ.) 59 RAB回 HORST
Cyanophyta 

28 Cosmarium traemoγ'sum BREBI8SOIi!. 1815 
29 Anabaena tlanctonica BRUNNTBA. 2α)0 33印 42∞ 1100 
30 Microcystis inearta LEMMERMANN. 720 1320 2823 
Ch1orophyta 

31 Pediastrum bi却 a N E回 IRO 62 48 63 
動物性プランクトン数 3865 3529 530 1225 認醐12198 4434 1844 2020 1376 7138 
植物性プランクトン数 73100 2623 1160 260 47380 6印O 28497 3240 102673 29018 9343 
総計 76965 6152 1690 1485 ;50420 18798 32931 5084 104693 30394 16481 

表12. 花岡池におけるプランクトンの月別出現量 (20 il 中の個体数または細胞数)

一一一一九一一←
ぬ種名

採集年月口 !1963 
1  15jlV .12! V  .16!VI .13jW.13jVll .13jlX .20[ X  .11 

Copepoda 
1  Eodiattomus jatonicus (BURCKHARDT) 54 100 185 
2  Cyclots vicinus ULJANIN 800 601 45 
Noup1ius of cyclops 100 262 245 74 724 10201 470 
Copepodid of cyclops 156 100 370 1361 420 120 
C1adocera 

3  Bosmina longirostris (O.F.MむLL.) 800 624 200 108 95 111 275 3944! 72 
4  Dathnia tulex LEYDIG 78 
5  Diathanosoma brachyurum (LIおIN) 544 
Rotatoria 

6  Keratella cochlearis (Go8SE) 104 370 135 68 501 390 1860 
7  K. cochlearis var. tecta (Gω8E) 400 105 105 135 70 
8  K. valga asymmefrica BARROIS et 47 DADAY 
9  K. quadrata (O.F.MuL回 R) 37 
10 K. quadrata quad問 ta (O.F.Mu且，ER) 108 39 
11 Filinia longiseta (EHRENBERG) 35 37 50 
12 Polyarthγa  tγigla EBRENBERG 78 951 110 875 120 115 408 560 312 420 1081 
13 Astlanchna Tγiodonta Go関E 156 200 541 175 126 137 
14 Diurella sp. 34 
15 Ploesoma truncatum (LEVANDER) 42 68 73 20 381 235 
16 Trichocerca longiseta (SCBRANK) 70 
17 T. tigris (O.F.MむLLER) 4∞ 

Fhu 



18 T門 chocerca stylata (GOSSE) 80 180 
19 Pompholyx complanata GOSSE 630 
20 Pedialion miγu m  HUDSOlll 156 
21 Rhynchota lonafolcata (G. O. SARS) 190 
22 Brachionus rubens EHRENBERG 120 
23 Lecane luna (O.F.MuLLER) 60 
24 Conochilus unicornis ROUBS匹町 188 
Dinoflagel1ata 

25 Ceratium hirundinella (O.F.Mむ凶皿) 551 245 5069 3712 408 1540 180 49 
26 Dinobryon divergens IMHOF 17628 9100 1944 412 94 
Eugl巴noida

27 Euglena acus EHRENBERG 420 
28 Eudoγina elegans EHRNBERG 1170 24∞ 1598 
29 Volvox 仰向us EHRENBERG 47 
Bacil1ariophyta 

30 Melosira 叩 γians AGARPH 35600 8190 100 541 245 825 6320 140 3780 470 
31 Synedra acus KUTZING 108 111 210 120 
Cyanophyta 

32 Anabaena Planctonica BRUNNTHALER 140 100 60 
33 Microcystis inearta KUTZING 2590 2650 10680 2726 
34 }.{icrocystis aerginosa KUTZING 350 
35 Trichodesmium erytheraeur;:， 70 EHRENBERl 
Chlorophyta 

36 Pediastγu m  boγyanum EHREXBERG 78 137 
37 Pediastγu m  biwa N E冊 RO 312 900 470 

動物性プランクトン数 十ヤ1抑 2158 6501 5465 8089 4325 3171 7068 3924 
植物性プランクトン数 356∞82681 1001 162 245 111 962 6320 3500 2750 15540 3196 
総計 42400j26988j 9895: 2854 2403 6612 6427 14409 7825 5921 22608 7120 

表13. 浦壁池におけるプランクトンの月別出現量 (20 o中の偲体数または細胞数)
一一一一一一採薬年臼

一- 一- - 川日
N J . 種名 一一一一一 1  22日11  111 |  E  I叩5司叩|問置 1叩5可叩i戸仰川川川W引M叫川1ロ明叩2司2[V円V.l削6町叩仰仰川川i内川川川川羽引M川一…1ロ叫叩恥3司判和|同伽W引U叫…1お叫明即仰川3司判釦仰i団即川酒" w !.13臼3
Copepoda 

1  Eodiaptomus japonicus (BURCK.) 135 561 450 
2  Cyclops vicinus ULJANIN 811 375 451 1320 200 165 348 403 146 170 
Nouplius of cyclops 180 1685 300 450 1070 420 731 176 
Copepodid of cyclops 370 1300 55 
Cladocera 

3  Bosmina longirostris (O.F.MuLLER) 3680 2025 550 1200 3055 4872 351 87 
4  DaPhnia longisPina O.F.MuLLER 50 
5  Diphanosoma brachyurum (LIEVIN) 232 195 
Rotatoria 

6  Keratella valga EHRENBERG 
7  K. valga asymmetrica et 968 DADAY 
8  K. quadrata quadrata (O.F.MuL阻 R) 53 
9  K. cochlearis(G ossE) 176 
10 K. cochlearis var. tecta (G偲 SE) 83 75 651 174 701 440 45 
11 AsPlanchna priodonta G oSSE 781 150 651 270 3∞ 450 165 115 881 2  
12 Filinia longiseta (EHRENBERG) 82 112 117 968 4  50 

- 1 1 7ー



13 Synchaeta obloxga EHRENBERG 
14 Notholca labis G oSSE 43 
15 Polyarthra trigla EHRENBERG 540 595 4∞ 1751 87 
16 Brachionus calyciflo叩 S PALLA 290 
17 B. forficula W1ERZFJSK1 630 
18 B. urceolaris (O.F.MJLLER) 174 
19 Trichocerca longtseta (SCHRANK) 58 
20 T. stylata (GoSSE) 312 949 264 1440 
21 T. tigris(O.F.MむLLER) 176 
22 Notholca labis GossE  39 
23 Conochilus U Tlicornis ROUSSELET 402 90 
24 Ploesoma trunctum (LEVANDER) 195 
25 Lecane luna (O.F.MuLLER) 90 
Dinof1agel1ata 

26 Ceratium hirundinella (O.F.Mu叫，1m) 935: 15∞454 551 5421 75 6249 189叩
27 Dinobryon diveγgens !J(HOF 480 42 445 
Euglenoida 

28 Eudo門 na elegans EHRENBERG 1566 39 511 352 46 
29 Volvox aureus EHRENB廊 G 160 
Baci11ariophyta 

30 Melosira varians AGARPH 704∞ 750 260 225 250 975 7830 780 2920 440 765 
31 SGyynmedsimgmaa cuas c  kむ四国G 65 39 
32 Gyrosigma accuminatum包21 45 RNHORST 
33 Rhopalodia gibba (EHRBN.) O.F.MuLLER 50 65 
Cyanophyta 

34 Microcystis inearta LEMMERMANN 195 584 5540 4455 
35 Anabaena planctonica BRUNNTHALER 18230 88 
Chlorophyta 

36 Pediastrum boryanum EHRENBERG 160 
37 Pediastrum biwa N E回 RO 146 264 270 
38 Stigeocronium sp. 2480 

動物性プランクトン数醐ーっ4刊山 197591 
植物性プランクトン数 70561 7501 325 2701 -1 3001 10401 7830 9103防14217御34|166362323  5490 
総計 118641 38951 1820 15251 49541 44501 6434116954 2阪)81

表14. 門前池におけるプラ γクト γの月男別j出現量 (α20O中の鏑体数または細胞数)

一一
ぬ 種 名 -一- 一一一- 一- 一

Copepoda 
1  Eodiaptomus japonicus (BUROKARDT) 360 
2  Cyclops vicinus UWANTN 185 50 30 20 30 40 70 120， 153 100 701 100 
Nouplius of cyclops 595 400 45 502 1520: 2346 400 54 34 
Copepodid of cyclops 180 120 450 80 100 
Cladocera 

3  Diphanosoma brachyurum (Ll釘1N) 79 50 
4  Bosmina longirostris (O.F.MuLLER) 1170 245 750 270 2184 2560 2140 
Rotatoria 

5K.tyaztlegla la EHRENBERG 672 175 
6  Keratella valga asymn;，e.t::!ca 105 EARR. et DADAY 
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7  K. cochleaγis var. tecta (GosSE) 40 750 44 440 408 笈氾 784' 卸5
8  Brachionus angulaγis var. 225 bidens P U T E  
9  B. forficula WIERZEJSKI 5∞ 
10 B. angularis GossE  1215 
11 AsPlanchna priodonta G 偲 SE 182 125 90 720 459 気)Q 56 
12 Ploesoma truncatum (LEV ANDER) 84 51 
13 Polyaγthra tγigla EHRENBERG 240 230 471 126 160 663 4∞ 616 
14 Filinia longiseta (EHRENBERG) 225 48 153 56 35 
15 Pedialion mirum HUDSON 378 280 3伺 3∞ 
16 Conochilus unicornis ROUSSELET 102 100 55 
17 Trichocerca stylata (G偲 SE) 1020 20。180 36 
18 Pediastrum boryanum (EHRENBERG) 168 
Dinoflage1lida 

19 Ceratium hiγundinella (O.F.MむLLER) 421 280 204 665 
20 Dinobryom divergens 1四 OF 931 2040: 3360 1900 431 588 56∞ 
Euglenoida 

21 Euglena acus EHRENBERG 727 
22 Eudorina elegans EHRENB皿 G 421 255 200 392 175 
23 Volvox 仰向us EHRENBERG 90 
Baci11ariophyta 

24 Melosira varians AGARPH 4393∞432∞5440 7885 2520:29205 470430400 1008 
25 Synedra acus KUTZING 40145∞ 1935 675 561 70 
26 Asterionella formosa HASSALI句 400 75 126 
27 Gyrosigma accuminatum q;..-_-r:・) 525 1∞ RABENHORST 
Cyanophyta 

28 Anabaena planctoπica BRUNNTIlALER 2ω001 714'24∞o  
29 Microcystis aeruginosa KCTZING 306 9∞ 224 
Chlorophyta 

30 Pediastrum biwa N 呂田RO 280
1  
70 

動物性プランクト γ数 識調 3 1 5 1 4吋調叶植物性プランクトン数 588012985: 45∞ 4830' 294400 158125∞01 15121 140 
104 山 5 8 i 9吋総 計

表15. 中山池におけるプランクトンの月別出現量 (20O中の個体数または細胞数)

，.1 
ぬ種 名 一一一一一一一一戸・131XJI.14; 1・15111 ・151m .151N  .121V  .161V1 .1判・13ivt.13;LX叫X .11 

1  E仰仰山問的S (BURCK脳間)1 1  160! 16)ん3461 2401 1231 9O! 1∞I  1  I  Copepoda 

2  Cyclops vicinus ULJ.且N l N 1  841 180: 2761 811 125 
Nouplius of cyc10ps 1  340:白 216守 3881 828' 66001 254' 3390: 1932: 3807i 4625 
Copepodid of cyc向S 1 1 1 1 8 2 1  144i -- 1  421 1801 2761 243 
Cladocera 

3  Diaphanosoma brachyurum (L並V悶)
4  Bosmina longirostris (O.F.Mむ品. )
Rotatoria 

5  Keratella cochlearis (Go随 EER)
6  K. quadrata (O.F.Mれ国R)
7  Notholca labis G oBSE 
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8  Diurella sp. 80 
9  Filinia longiseta (ElIRENEERG) 80¥ 1020¥ 54 
10 Asplanchna pバodonta G保田 801 681 51 
11 Polyaγthra trigla E lIRENBER 1  1201 1191 1381 1401 250 
12 Ploesoma truncatum (LEVANDER) 42 
13 Lecane luna (O.F.MuLL(JE) 1  3601 1401 1  130 
14 Pedialio冊 mirum HUDSON 841 3551 827 
15 Trichocerca stylata (GosSE) 451 130 
16 T. tigris (O.F.MuLLRE) 1  140 
17Bmchtonus -calyALciifceloyrouss (EvaHrR. E m m B ) 1 3 0  
Dinof1agelli“d"a UJFS 

18 Ceratium hirundinella (O.F.MULLER) I  13181 701 2∞3ω01 2521 16651 4141 1621 250 
19 Dinobryon divergens 1皿 OF 1633601 25印 34∞01 432 
Euglenoida 

20 Eudorina elegans E HR.ENB:皿G
21 Volvox aureus E lIRENEERG 1261伺 6311 6901 324 
Bacil1ariophyta 

22 Melosira varians AGARPH I  1321 4∞ 108 
23 匂m なm a d c c u m i m t u m 4 2 Z Z 2 T 5 4  
24 Synedra acus K む沼町G 印
Cyanophyta 

25 Microcystis inearta LBMlIBRMANN 1  10701 56∞358021 7375 
26 Anabaena planctonica BRUNNTHALBR 1  1  450 
Chlorophyta 

27 Stigeoclonium sp. 111925 
28 Stauγastrum paradoxm MEYEN 1  552113851135750 
29 Streptonema sp. 1  96∞4050115625 
3o P，'edu strum biwa N E G O R O 1 3 0  

動物性プラ γクト γ数 65鈎8浩司 9751 49521 23461 49631 50∞5752 
植物性プラ γクトン数 13201 4001 --1 2  一 一 13445115872153703158回O
総計 673181 4720380501 11871 4 9 5 2 1 2 3 7'02312 2051520835!58703164632 

表16. 大谷新池におけるプランクトンの月別出現量 (20s中の個体数または細胞数)

一一一 - 一一採集年目 11963 119悦
ぬ種名 ・15[ n  .161 m・151干竺IV_.16[V1 .13[W .131酒 .13/1X .20; X  .11 
Copepoda 

1  Eodiaptomus japonicus (BURCKHARDT) 55 
2  Cyclops vicinus ULJANIN 120 1∞ 60 
Nouplius of cyclops 50 48 90 220 624 70 1380 50 88 63 
Copepodid of cyclops 3∞ 70 200 165 180 49 
Cladocera 

3  Bosmina longirostris (O.F.MuL回 R) 140 550 120 50 90 
4  Diaphanosoma bracyurum (LIEVIN) 96 
Rotatoria 

5  Ploesoma t門mcat開 (LEVANDBR) 4∞ 35 
6  Polyarthra trigla E HR.ENBERG 1∞ 501 200 888 1632 600 384 701 185 48 901 252 
7  AsPlanchna priodonta G oSSE 350 624 2∞ 96 48 
8  K eγatella cQchlearis (GoSSE) 50 70 48 35¥ 120 588 

--120ー



9  Conochilus unicornis ROUSSELET 60 
10 Lecane flexilis (GosSE) 30 
11 Brachionus calyciflo叩 S PALLA 32 
12 B. forficula WIERZEJSKI 147 264 
13 Pedialion mirum HUDSON 178 1∞ 
14 Trichocerca stylata (GossE) 50 
Dinoflagel1ata 

15 Ceratium hirundinella (O.F.MむLLER) 110 4972 34 1∞ 120 126 
16 Dinobryon divergens IMHoF 5∞ 50 120 336 
Euglenoida 

17 Eudorina elegans EHRENBERO 196 
Bacillariophyta 

18 Melosira varians AOARPH 41∞ 1330 2∞ 481 523 491 176 
19 Gyrosigma accum伐 atulπ( KむTIZNO) 70 50 
20 Surirella tenera GREGORY 50 
21 Synedra acus KUTZINO 印
22 Synedra ulna (NITZ.) EHRENBERO 35 
Cyanophyta 

23 Microcystis inearta LEMMERMANIN 120 2445 264 378 
24 Anabaena planctonica BRUNNTHALER 1584 
Chlorophyta 

25 Stigeoclonium sp. 1980 
26 Stγeptonema sp. 245 88 
27 Pediast門 lm biwa N E回 RO 49 189 
28 Staurastrum paradoxum MEYEN 176 60 

動物性プランクト γ数 1350 680 5001 936 3061 2283 1526 1002 810 
植物性プランクト γ数 41∞ 1400 300 一 -1 -1 48 5581 2160 2788 2288 627 

総 計 5450 2080 8001 936 23461 20201 6604 86414443 4314 3290 1437 

表17. 池の内の大池におけるプランクトンの月別出現量 (20.e中の個体数または細胞数)
~一一一一一一一~一-
N o . 種名

採集年月口 11963 11964 
・151 II ，.161 m  .151 N  .121 V  .161 VI .13IV11 .13Ivm.1311X判 X .11 

Copepoda 
1  Eodiaptomus japonicus (BURCK国 R凹) 1ωo  45 531 128 
2  Cyclops vicinus UUANIN 390 240 1520 60 43 50 
Nouplius of cyclops 180 192 585 368 477 1596 336 1820 850 
Copepodid of cyclops 120 660 38∞ 168 601 180 210 
Cladocera 

3  Bosmina longirostris (O.Fふ1 uLLER) 1320 840 1520 186 72 90 87 106 832 60 
4  Diaphanosoma brachyuγu m  (LIEVlN) 192 
Rotatoria 

5  Trichoceγ'ca elongata (GOSSE) 2∞ 
6  T. stylata (GOSSE) 86 
7  Keratella cochleaγis (GosSE) 135 280 583 320 168 430 7∞ 
8  K. cochlearis var.tecta (G偲紐 ) 30 60 50 
9  AsPlanchna priodonta GOSSE 150 2580 432 70 50 53 50 
10 .Notholca labis GOSSE 60 11 Brachionus angularis var. bidens 185 2∞ 45 PLATE 
12 B. forficula W 1ERZEJSKI 64 43 

'一 121一



Brachioπus calyciflorus var. 13 _. -..... .._. (E百四BERG)
14 B. rubens E HREN1IERG 
15 Polyarthra trigla EHREN1lERG 
16 Filinia longiseta (EHRENllERG) 
17 Conochilus unicornis ROUBSELET 
18 Ploesoma truncatum (LEVANDER) 
19 Pedialioπmirum HUDSON 
20 Monostyla bulla G os回
Dinoflage11ata 

21 Ceratium hiγundinella (O.F. Mむ叫皿)
22 Dinobryon divergens IxHOl' 
Eug1enoida 

23 Eudorina elegans EHRENBERG 
Bacillariophyta 

24 Melosira varians AGARPH 
25 Asterionella formosa HASBALL 
Cyanophyta 

26 Microcystis inearta KUTZING 
Ch1orophyta 

27 Stigeoclonium sp. 
28 Staurostγ'um sp. 
29 S. paradoxum MEYEN 
30 Pediastrum biwa N E曲宜O

判吋判制刈判例 6∞
23701 3361 2∞1  1∞ 
768 

2381 1281 2801 40 
60 

42∞ 内

dau 
nwd 4 
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印
山

に
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A
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、4VPD 
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pnv 
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64 150 

128 

印 1 1380 31921 14841 17281 1121 2581 4i∞ 

1281 1121 301 

704 
60 

1721 50 

動物性プランクトン数
植物性プラ γクト γ数
総計 :ilglhl:11;::!:iji121213 

表18. 太郎池におけるプランクトンの月別出現量 (20ii中の個体数または細胞数)

ロ 11963 
ぬ種 名 ー一一一一三一| 沼. 131斑・1511・15，1I・16iE・15i lV .121 V  .16¥ VI .  qvu .1判・ 13¥1)(，201 X  .11 

一一 160! 120
1  
1201 3451 62! 381 901 70!判40

鋭旧日 10801 3451 120， 3481 7101 2751 4801 273 

Copepoda 
1  Eodiaptomus japonicus (BURCKHA.) 
Nouplius of cyclops 
Copepodid of cyclops 1201 5601 480 138 
Cladocera 

2  Bosmina 1仇 stris 1  801 
3  Diaphanosoma brachyurum (LIEVIN) 60: 1161 180 
Rotatoria 

4  Keratella cochlearis var. tecta(G ossili) 
1 3 1 2 2 l d  

301 501 156 
5  AsPlanchna priodonta G oSSE 
6  Notholca labis G oBBE 60 
7  Polyarthra trigla E田 ENB皿 0 240 120 140 1101 50 701 1161 1351 1051 701 39 
8  Filinia longiseta (EHRENBERG) 601 1ω 186 
9  Conochilus unicornis ROUSSE皿 T 90 
10 Monostyla sinuata HAUER 45 
11 Trichocerca tigris(O.F. M むLLER) 35 
12 Pedialion mirum HUDSON 70 
13 B γ'achionus rubens EHRENBERG 35 
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日I 1 0 f M a l  
14 Ceγatium hirundinella (O.Fふ!l:uLLER)1  120 
15 Dinobryon diveγ-gens IMHOF 
Euglenoida 

16 Eudorina elegans EHRENBERG 1501 2∞1 2 1  17 Euglena acus EHRENBERG 40 
Bacillariophyta 

18 Melosira vaγians AGARPH 129400:24080;11040: 3180.10620;112471127721 1741 210 
Cyanophyta 

19 Anabaena planctonica BRUNNTHALER 45 
20 Microcystis ineaγta LEMMERMANN 360 
Chlorophyta 

21 Stigeoclonium sp. 135 
22 Staurostrum paradoxum MEYEN 60 
23 Pediastrum biwa N E回 RO 78 

腕…トγ数出品調 n印刷問問 1醐叩2 醐 7捌闘
横物性フ・ランクトン数 41 .1801  .7701  598 総計 118401 4340111990122251137041 12541 28921 16101 13181 548 

VI. 考 按
水理学的性状とプランクト γとは極めて密接な関係を
有し、そのうち特に水温はプヲシクトンの出現種および
出現量を左右すると言っても過言ではない。すなわち水
温の高低によってプランクトソの種と量がある程度決定
される極めて重要な要因をもっている。

表19. 月別による水温の最低、最高および平均値

一一一九 水源| 蚕雇示直「最高永温| 平均水温 i

1963，刃， I  13.6 I  16.2 I  14.8 
苅， 1  9.0 1  11.5 1  10.1 1  

1964， 1， 15 6.5 I  9.0 I  8.1 
II ， I  4.5 1  5.8 1  5.2 1  
m，15 8.0 I  10.0 I  8.9 
N ， 12 16.0 I  18.0 1  16.7 1  
V ， 16 21.0 1  25.0 1  22.8 
V1， 13 21.0 I  24.0 I  22.8 1  
vn， 13 30.2 I  32.2 I  31.3 I  
凋， 13 29.5 1  33.6 1  31.8 
LX ， 20 28.0 1  30.5 1  28.2 1  
X 、1 4 1 8 . 8 1  22.6 1 2 0 . 5  1  

1963年11月より 1964年10月までの各月の水温変化は
、平均

C を示す。その聞における年較差の平均は 26.60C であ
り、温帯湖の水温の範囲にふくまれるものと思われる。
溜池における水温の報告は断片的なものが多く、周年に
わたる観測の資料に乏しいが、地理的に近い伊丹市近郊
の溜池を水野(1961 ) が経年にわたって研究しているが、

伊丹市近郊の溜池の最低水温は 1月に6.00 C前後、最高
水温はB 月に34.00C前後で、その間における較差は28.
OOCで、著者の調査した溜池より較差は大きし、。また最
低水温は伊丹市より約 1 ヵ月おくれて 2 月にある。しか
し最高水温の場合は 7月に最高水温のある池と、 8月に
最高水温の 2通りあることで、これは誤II湿の時間的なず
れによるものと思われる。しかしながら地理的に極めて
近い伊丹市の溜池とくらべ最低水温および最高水温とも
に低いことは地理的条件のほかに気象的条件などの特殊
性のためと思われる。
次に本邦における人工湖および溜池の水温と淡路島南

部溜池群の溜池の同時期の水温とを比較してみると江
口、黒萩 (1958) による北海道雨竜人工湖の 8月上旬の
表層水温は 18.00C であることを報告し、同じく江口、
黒萩 (1959) は宇津内人工湖の 8月下旬の表層水温は
18.040C 、同年10月中旬に16.70C を報告し、黒萩( 195
9) は雨竜人工湖の10月下旬の表層水温は9.970C で、ま
た黒萩( 1959 a) は糠平人工湖の 6 月上旬の表層水温は
13.80C で、 さらに川村( 1960) の糠平人工湖の調査で
は1956年 6月上旬で13.80C 、 7月下旬で19.80C 、10月
下旬で1 O .190C 、11月中旬で 7.570C 、また江口、長内
(1962) は二股人工湖の 6月中旬で表層水温 17.50C を
報告し、何ずれも淡路島南部溜池の同時期の水温と比較
すると極端な差がみとめられるが、しかしこれは地理的
条件によって当然のことである。また水野( 1963) は西
津軽地方の溜池の 8月上旬の水温を報告しているが表層

均水温と大差がないことは極めて興味深い現象である。
しかしながら淡路島に比較的近い奈良の大和高原( 標高
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低い値を示しているが淡路島の溜池は平地性のものが多
したとえ地理的に近い場合でも標高の違いによってか
なり顕著な差がある極めてよい例であり、標高と水温と
の関係も今後に残された問題であろう。
次に淡路島と比較的近い中国地方と四国地方の溜池の
水温を比較すると、水野( 1954) は四国の松山地方の溜

19.20C 、高訟地方では
.0oC を報告しているが、高松をの

ぞき何ずれも淡路島南部の溜池の同時期の水温より幾分
高い値を示している。また水野( 1955) は兵庫県播磨地

前後であり、淡路島南部溜池の同時期とほぼ類似した値
を示している。また渡辺( 1956) は奈良県二上村の溜池

島の同時期より幾分高く、さらに水野 (1956) は瀬戸内
海に面する地方の溜池を詳細に研究しているが岡山県の

溜池の同時期の水混とかなり類似した績を示す。しかし
鈴木、西国 (1963) は種子島の貯水池の 3月の水温は

OC、最高で9.50C の差があり、水温差は顕著である。
淡路島の溜池は水温、または位置する場所から温帯湖
( 池) に属することは明瞭であり、したがって年間を通
じて停滞、循環の雨期を有するが、夏季および冬季の底
層との温度差は小型で水深の浅い溜池では極めて小さ
しまた曝露された池が多いため停滞期においてもかな
りの循環が行なわれ、特に秋季より春季にかけて偏西風
が強く、特に冬季(2 月) はその傾向が一段と強くなり、

表20. 各池における透明度の最小、最大および
その平均値

|正 木 池 11[13 4 |  2.3 3  1.9 
戸 )'1 池 1.2 i3. 8，9  2.0 6  1.6 
花 同 池 1.1 9  2.7 5  2.0 
浦 壁 池 1.2 4，9，10 2.2 7  1.5 
門 前 池 0.9 4  2.5 6  1.4 
中 山 池 1.2 11 2.2 5，10 1;7 
大谷新池 1.0 4  2.5 6  1.6 
池の内の大池 1.0 11 2.8 5  1.6 

自1¥ 池 0.8 4  2.2 7  1.4 

均 1.0 2.4 1.6 

l  したがって冬季停滞期といってもかなり大きな循環が行
なわれ水温の急激な低下がみられるとともに底層泥の上
昇により透明度の低下をきたし、年間を通じて極めて小
さいのを特徴とする。年聞における透明度の変化は〔表
20) に示す如く、最小は 4 月の 0.8mから最大は 5月の
2.8m の範囲内にあり、一般的傾向として紋季、冬季に
小さく、夏季に大きい事実は前述の如き原因にあるもの
と思われる。水野( 1961 ) による伊丹市近郊の溜池に比
べてかなり小さい値を示す。
本邦における人工湖の透明度も一般的に小さいことは
江口、黒萩 (1958) の雨竜人工湖では 2.9mを測り、江
口、黒萩( 1959) は宇津内人工湖では 1.4mを報告し、
同じく黒萩( 1959) は雨竜人工湖で 2.1m、また黒萩
(1959) は糠平人工湖で 6月に 2.5m を測っている。ま
Tたこ極端な例で
m を報告し、水野、鉄J I l (1963) は兵庫県東条湖で1.0m
前後、千葉( 1964) は大野ダム潟で、 0.6m と極めて小さ
しさらに鉄JII、水野 (1964) による山陰地方ダム湖の

下を報告し、また江口、長内( 1964) の清水沢人工湖で
0.73m、白石ほか (1953) の相模湖では最小 1.5抗から
最大は4.0mを越すこともあるが、大体1.5m以内と報告

2 m内外のことを報告している。以上の如く人工湖の透
明度は一般に小さいことを特徴とするが、著者らが摩周
湖の透明度29.0m (黒萩，古住，甲斐. 1955)を記録した
のと比べ著しい対照をなしている。淡路島南部溜池の透
明度の周年変化をみると人工湖の透明度の如く緩端に小
さい例はみられないが、一般的傾向として秋季から春季
にかけて小さいことは前述の如しまた一般に夏季は大
きい傾向を示すようであるが、それも絶対的のものでは
なく、停滞、循環による影響より、むしろその年の気象
条件によって左右されることの方が大きいと思考され
る。人工湖および溜池の透明度が如何なる要因によって
変化するかは複雑な問題であり一概には論ぜられないが
白石ほか (1953) が述べる如く透明度を左右する水中セ
ストンが無機物であるか、有機物であるかによって透明
度への影響が異なり、特に有機懸濁物質および微細な無
機物質が特に著しい影響をおよぼすようである。
次に水中溶存酸素量の補給は曝露湖( 池) および河JII
の場合では大気中より、また水中植物と植物性プランク
トンの同化作用により行なわれるのを通例とするが、ま
たこれらの消費は水中動植物の呼吸、また底層では有機
泥の酸化により急激に消耗するが、淡路島南部溜池の年
間における溶存酸素量の最小および最大は〔表21 ) に示
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表21. 各池における溶存酸素量の最小、最大値

池 名 | 的fi I月 l号ヂ | 月
正 木 池 80.3 7  171.6 9  
戸 )11 池 73.0  7  127.5 10 
花 岡 池 44.3 9  130.2 10 
浦 壁 池 85.3 3  202.6 9  
門 前 池 85.5 3  188.7 10 
中 山 池 79.6 2  183.5 10 
大谷新池 77.7 7  159.6 10 
池の内の大池 77.1 7  181.9  9  
太 郎 池 70.4 2  11 149.0 10 1  

ずれも一時的な消耗である。また最大は127.  .  6 %  
と何ずれも過飽和の状態を示し、充分な酸素量を有して
いる。一般的傾向として最小を示す時期は夏季に多く、最
大は秋季にあり、これは植物性プランクトンの増殖とも
関係し、一般に淡路島の溜池には植物性プランクトンが
少なしまた溜池の特徴として水中植物が極端に少ない
こと、また夏季は気象条件が安定する事などにも原因す
るものと思われる。水野( 1961) による伊丹市にある溜
池の周年変化では表層で最小は夏季にあるが何ずれも飽
和に近い値を示し、また最大は冬季にあることは淡路島
の溜池と若干の差異が認められる。しかしながら花岡池
の9月には44.3%とL、う極端な消耗がみられたが、これ
は例外的な現象で、本池は曝露湖( 池) に加え秋季循環
が始まり池底泥が表層まで浮上して懸濁物が急激に酸素
を消耗したものと思われ、この時期の透明度は 1.1 mと
極めて小さいことからもうなずけられる。

表22. 各池におけるp Hの最小、最大および年平均値

池 名| 最小値i月 | 最大値 | 月 | 空協
正 木 池 7.01 9  11 8・4 1  8  !J 1.41; 7・6
戸 )11 池 7.2¥ 12 ¥¥ 0.4¥1 
花 岡 池 7.2 1  9  !I 8.6 1  8  11 1.411 7.8 
浦 壁 池
門 前 池 7.0 I  1  I1 8.61 8  1I 1.61! 7.6 
中 山 池 7.2 1  2  iI 8・6 1 8，1111 1.4117.9
大谷新池 7 0 3 7 8 1 1 6 0 1 7 4  
池の内の大池
太 郎 池 6.4 I  3  11 7.6 I  11 11 1・ 7.1

次に p Hの周年変化については〔表22) に示す如くで
ある。一般に湖沼および溜池の p H の変化は植物性プラ
ンクトンの同化作用により大きく変動し、また日周変化
でも大きな変動が知られているが、特に同化作用の旺盛
な時期には一般に p H価は大きしまた湖( 池) 底は一
般に酸性に傾くを通例とする。淡路島南部溜池の場合も
明かにその傾向がみとめられ、また表層における p H の

年変化も大きく変化し、最小は太郎池の 6.4で、最大は
花岡池、浦壁池、中山池の 8.6を測る。特に変化の巾の
最も大きな池は門前池で、その差は 1.6を示し、最小は
戸川池の 0.4で、この変化の大きさと植物性プランクト
γの生産量、または水中植物の同化作用と密接な関係を
有し、一般に植物性プランクトンの生産量の多い池ほど
変化の巾は大きい傾向をもつようである。
次に本邦の溜池と淡路島南部溜池との p H を比較して

みると、水野( 1961 ) による伊丹市の溜池の p Hは1955

溜池とほぼ同様な傾向がみられる。また水野( 1957) は

告し、渡辺 (1956) による奈良県二上村の溜池では11月

り、そのほか水野( 1963) による西津軽地方の溜池では

示し溜池の場合では比較的稀な例である。
これらの結 表23. 調査溜池の月別によるp H

果と淡路島南 の変化
部溜池の同時
期を比較すれ
ば〔表23) の
如く、水野
(1961 ) によ
る伊丹市の溜
池とはほぼ同
様な傾向がみ
られ、また水
野( 1957) の
瀬戸内海沿岸
の溜池の方が
変異の巾が広
く、さらに森
(1954) の場
合では、むしろ高松平野の溜池の方が小さしまた水野
(1954) の四園地方の溜池より幾分高く、さらに水野
(1955) の播磨地方の場合では淡路島の溜池とほぼ同様
な値を示す。また水野( 1956) の岡山県、水野( 1963)
の西津軽地方の溜池より淡路島の方がかなり大きい値を
示す。以上各地の溜池の p H と淡路島南部溜池のそれと
を比較したが、淡路島南部溜池群の p H の方が幾分高い
傾向がみられることは本溜池群の特徴とも言い得るであ
ろう。
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以上淡路島南部溜池群の年聞における p Hの変化なら | ると言っても過言ではない。
びに本邦各地の溜池との比較についてのべたが淡路島南 |  以上の如く溜池の水理学的要因を左右するものは降雨
部溜池群は、吉村( 1931 ) の分類によればかなり富栄養| 量の多少による水位の変化ともいえるが、人工湖の場合
性の傾向の強い溜池と思われるが、しかしながらこれら |  も溜池と極めて類似した傾向をもつものであるが、しか
の溜池め水理学的条件は外部環境によって大きく左右さ |  し溜池に比べて極めて大型であるため溜池ほど極端には
れることは識をまたない。特に淡路島南部溜池の場合に | 現われない。溜池の場合は外的条件が直接池の水理学的
は前述の如く年聞の降雨量によって溜池の水位が左右さ | 条件を左右し極めて不安定な状態であるところに特徴が
れ、降雨量の少ない年は潟水鶏が長く、逆に降雨量の多| ある。しかしながら溜池も、一般の人工湖も水位の急激
い年は渇水期が短かく、溜池の水理学的条件はかなり安 | な変化によって植物生産の欠乏および前述の如く懸濁物
定したものとなり、したがって年間における水理学的条| による透明度の極端な低下があり、特に水位の急激な変
件の安定か、不安定かは降雨量の多少によって決定され| 化は棲息生物の産卵場、または水生植物および水生昆虫

表24. 淡路島南部溜池群調査池の月別によるプラ γクトンの総出現数 (20t中の偲体数または細胞数)

総

5 月 I 6月 I 7月 1
6，2401  
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の繁殖に極めて大きな影響をおよぼし、この問題は本邦
だけではなくアメリカにおいても E. L. Wickliffおよ
びし s. Rock (1937) などによって指摘されている問
題である。一般人工湖の場合には河川を堰止めて造った
ために極端なV 字型を呈し、湖岸は一般に急傾斜のため
治岸の植物および水生昆虫の棲息を妨げ、湖水は貧栄養
性の傾向が強いのを特徴とするが、溜池もこれら人工湖
の範囲に含められるが、一般に農業用潅翫などが目的の
ために一般に平地にあり、しかも一般人工湖に比べ極め
て小型で水深も浅く、人工湖と溜池とは同一には論ぜら
れなし、。しかし一般人工湖と共通する点は水の用途によ
り随時放出されるため、年間水位の変化が著しい事が大
きな特徴となり、それにつれて出現プラソトクンなどに
極めて大きな影響を与えることである。
淡路島南部溜池は一般の人工瀕の如く極端なV 字状の
如きものはなく概して平地にあり、生物相も一般に富栄
養性、または中栄養性で、しかも平地性のものが多いの
が特徴となっている。
溜池におけるプランクトンの研究は、水野( 1961 )の
伊丹市、池田市近郊の溜池の永年にわたる詳細な研究が
あるが、溜池のプランクトン相は水質の状態の変化とあ
いまって、水位の変化によってその実態を把握すること
は非常に困難な面があることを指摘している。いま淡路
島南部溜池群の調査した 9溜池における年間出現する動
植物性プランクトンの総出現をまとめたのを〔表24) に
示すが、次の 3つに大きく分けることができる。
a) 年間出現する動物性プラ γクトンの総数が植物
性プランクトンの総数に比べて圧倒的に多い池……正
木池、浦壁池、池の内の大池
b )  年間出現する植物性プランクトンの総数が動物
性プランクト γの総数に比べて圧倒的に多い池……戸
川池、門前池、太郎池
c) 年間出現する動植物性プランクトンの総数がほ
ぼ同数に近い池- …・・花岡池、中山池、大谷新池

以上の如くあでるが、しかし動物性プラ γクトシ中出
現種数で最も多いのは輪虫類で、本邦各地の溜池と傾向
を同じくしている。しかし動植物性プランクトンの種数
を比べて本ると〔表25) に示す如く、動物性プランクト
γが植物性プランクトンに比べ圧倒的に多いことは淡路
島南部溜池群の最も大きな特徴ともいいうるであろう。
次に各池に出現する植物性プランクトンの繁殖の状況
をみるに、戸川池では8 月に最大があり次に11月、 9 月
4 月と続き、花関池では最大は11月にみられ次に 9 月と
12月に明瞭な増殖がみられる。また浦豊重油では最大は 8
月で次に11月、 6月、 9 月に明瞭な増殖がみられ、門前池
では最大は11月にあり次に 6月、 4 月にみられる。中山
池では増殖の最大は10月で次に 9月、 8月に明瞭な増殖
がみられ、ま 7たこ大谷新池で
月、 9月に増殖を示し、池の内の大池では 5月に最大が
みられ、太郎池では11月に最大がある。しかし淡路島南
部溜池の植物性プランクトンの最少は、白石ほか(1953)
と同じく冬季にみられる。人工湖の植物性プランクトン
の増殖の最大は、白石ほか( 1953) によると一般に夏季
に多く、春、秋にも明瞭な増殖がみられる事を報告して
いるが、天然湖の場合では地理的に比較的近いびわ湖の
プランクトンについて森( 1945) が経年変化を観察して
いるが、特に水混と出現プランクトンは密接な関係をも
ち総数の最大値は大体夏季で、最小は冬季であることを
報告している。淡路島の溜池は一般的傾向として秋季に
最大があり、次に夏季、春季に明瞭な増殖がみられる
が、しかしこれは各池によって変動があり安定している
とはし巾、難L、。これは栄養塩類の循環の状態、または水
位の変化などにより影響をうける結果と思われるが、さ
らに経年にわたる観察が必要である。次に植物性プラン
クトンは池によっては量的にはむしろ動物性フ。ランクト
ンに比べ幾分多い傾向がみられる場合もあるが、種数に
おいては本邦各地の溜池に比較して極端に少なししか
も珪藻類は Melosira varia仰をのぞき他の種は極めて

表25. 淡路島南部溜池群調査池におけるプランクトンの種類数

M ¥ ¥…¥ンー|模脚類動|枝挫角類立!輪虫ー乙類2| トン |  植物性プフンクトン l  
動原物生I小計I i 珪藻類藻ラ会I緑藻類小計 A口 討

貧弱で僅かに Synedra ac仰
が一時期にわたって現われて
いるにすぎなし、。しかしなが
ら Anabaena planctonicaの
如き富栄養性のプランクトン
が夏季多量に現われることは
淡路島南部溜池群の特徴をよ
く表わしているものといえよ
う。次に動物性プランクト γ

も植物性プランクトンの増殖
にやや類似の傾向を示すこと
は池中の物質循環からみて当
然のことであり、一般的傾向

正 木 17 2  23 2  3  
戸 JII 池 2 I  3  14 5  24 3  3  I  1  7  31 
花 同 池 2  3  19 5  29 2  4  2  8  37 
浦 壁 池 2  3  20 4  29 4  2  3  9  38 
「可 前 池 2  2  14 5  23 4  2  1  7  30 
中 山 池 2  2  13 4  21 3  2  4  9  30 
大谷新池 2  2  10 3  17 5  2  4  11 28 
池の内の大池 16 3  23 2  1  4  7  30 
太 池 1  t  2  10 4  17 1  2  3  6  
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池の内の太池

大郎池

として淡路島南部溜池群の
動物性プランクトンの総個
体数の最大は〔図46Jに示す

そのほか春季および秋季に
種によっては極端な増殖を
みせるものもある。白石ほ
か( 1953) の相模湖の調査
と比較するとかなり大きな

如く、調査した 9溜池の年間におけるプランクトンの総
生産量の最L 大きい池は門前池で、次に戸JII池、中山池
浦壁池、花岡池、太郎池、池の内の大池、大谷新池、正
木池の願序となり、門前池と正木池とでは年間出現量に
極端な差異が認められ、また季節的に最大は秋季 ( 9 月
10月、 11月) で次に 6月であり、白石など( 1953) によ
る人工湖の最大の時期とかなり大きな差異がみとめられ
る。前述した如く溜池のプラ γクトンの出現量はその年
の降雨量と密接な関係をもち極めて不安定な様相を呈す

差異がみられることは前述 | るが、さらに経年変化を観察する必要があり、季節約に
の如く溜池の特殊性による | みて出現プランクトンの最も少ないのは冬季であること
ものと思われる。淡路島南 | は他の溜池と傾向を同じくする。
部溜池群の動物性プランク
トンの最大と、水野( 1961)
による伊丹市、池田市の溜
池の周年変化と一致するこ

VI. 摘要
著者は1963年11月より 1964年10月まで満 1 カ年にわた
り兵庫県淡路島南部溜池群のうち、代表的な 9池をえら

とは地理的に近〈、かつ溜 | び陸水生物学的観察、特にプランクト γの周年変化につ
池の水理学的条件もかなり | いて調査した結果、次の如き事項が明かになった。
類似した傾向をもつもので'1 I) 水理学的観察結果として 9 池中の最高水温は 8
はないかと思考される。 I 月の33.6 0 C から最低水温は 2 月の4.8 0 C を示す。 p Hの
次に各池の季節毎に最も i最大は'8.6で、最小は 6.8である。また透明度の最大は

大きな増殖を示す種をあげ I  2.8mから最小は0，8 mで、あり、溶存酸素量は一部の池で
ると正木池では冬季 Poly- I一時的な消耗がみられるが、ほとんどの溜池は飽和に近
arthra t門 gla，春季では | いか、または過飽和の状態で充分な酸素量を有する。
Dinobγ-yon diveγgensで、 2) 淡路島南部溜池群の 9調査池に出現した種は榛
戸)11池では春季 Ceratium I 脚類 2種、枝角類 4種、輪虫類35種、原生動物 5種、珪
hirundinella 

Bosmina longirostris の大増殖が行なわれ、花岡池では
春季に Ceratium hirunliinella の爆発的な大増殖と 6
月に Bosmina longirost門 S の繁殖がみられ、浦壁池で
は Ceratium hiγundinella が夏季および秋季の大増殖
と秋季 Keratella cochlearis var. tecta の増殖が行な
われるほか、門前池の夏季に Bosmina longirostγis の
極端な増殖と、さらに冬季と春季に Dinobryon diver-
gensの増殖が行なわれ、中山池では春季にEodiaptomus
japonicus の増殖のほかに冬季 Keratella cochleaγis， 
春季に Ceratium hirundinella の増殖がみられ、大谷
新池では春季 Polyarthra tγigra の増殖のほかに春季
Ceratium hiγundinella の極端な増殖、池の内の大池
では冬季 Eodiaptomus japonicus， Cyclops vicinus， 
Bosmina longrost門 s，AsPlanchna priodonta，夏季の
Conochilus unicornis と何ずれも各池とも極端な増殖を
示すものは春季および秋季のものが大部分で、時には冬
季に増殖を示すものもある。
以上淡路島南部溜池群の水理学的条件ならびに出現す
るプランクトンについての概略を報告したが、‘調査溜池
のプランクトンの生産量についてみると〔表24J に示す

藻類 7種、藍藻類 4種、緑藻類 5種計62種を記録した。
3) 正木池に出現するプランクトンは榛腕類 1種、

枝角類 3種、輪虫類17種、原生動物 2種、珪藻類 2種、
緑藻類 1種、計26種である。
動物性プランクトンの優占種は Dinobryon diveγgens， 
Polyaγthra trigla， Cyclops vicinus， Bosmina longi-
rostris で、植物性プランクトンは Melosira varians 
が僅かに出現するにすぎなし、。本池のプランクトンの増
殖の最大は春季と秋季であり、プランクトンの種類およ
び量的ならび水理学的性状よりみて調和型の中栄養姓の
傾向が認められる。
4) 戸川池に出現するプランクトンは懐脚類 2種、

枝角類 3種、輪虫類14種、原生動物 5種、珪藻類 3種、
藍藻類 3種、緑藻類 1種、計31種である。
動物性プランクトンの優占穫は Eodiaptomus japon-
icus， Bosmina longrostris， Fili問。 longiseta，Ceγ.a-
tium hi門 mdinella，植物性プランクトンでは Melosira
vaγiarls である。本池に出現するプランクトンの種およ
び出現量ならび水理学的性状よりみて調和型の富栄養性
の傾向が認められる。
5) 花岡池におけるプランクトン中動物性プランク
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トンでは榛脚類2種、校角類3種、輪虫類19種、原生動
物 5 種で、植物性プランクトンでは珪藻類 2種、藍藻類
4種、緑藻類2種、計37種を記録した。
動物性プランクトンの優占種は Bosmina longirost-
ris， Polyarthra trigla， K eγatella cochlearis， Cera-
tium hirundinella で、植物性プランクトンでは Melo-
sira 叩 γians である。本池に出現する種および量なら
びに水理学的性状よりみて調和型で富栄養性の傾向が認
められる。
6) 浦壁池に出現するプランクトン中動物性プラン

クトンは榛脚類2種、校角類3種、輸虫類20種、原生動
物 4種、纏物性プラ Y クトンで、は珪藻類 4種、藍藻類 2
種、緑藻類 3種、計お種を記録した。
動物性プラ γ クト γ中優占種は Cyclots vicinus， 
Keratella cochlearis var. tecta， Polyarthra trigla， 
Ceratium hirundinella で、植物性プランクトンでは
Melosira variansである。本池に出現する種および量な
らびに水理学的性状よりみて調和型の富栄養性の傾向が
認められる( 0

7) 門前池に出現する動物性プランクトンは榛脚類
2種、校角類 2種、輸虫種14種、原生動物 5種、植物性
プランクトンでは珪藻類 4種、藍藻類 2種、緑藻類 1種
計30種を記録た。
動物性プランクトンの優占種はBosmina longirost円 s，
Keratella cochlearis var. tecta， Polyarthra trigla， 
Dinooryon divergens で、植物性プランクトンでは
Melosiγa  vaγians， Anabaena tlanctonica である。本池
に出現するプラ γクトン相および出現盆ならびに水理学
的条件よりみて調和型の富栄養性の傾向が認められる。
8) 中山池に出現する動物性プランクトンは榛脚類

2種、校角類2 種、輸虫類13種、原生動物 4 種で、植物
性プランクトンは珪藻類3 種、藍藻類2 種、緑藻類4
種、計30種を記録した。
本池における優占種は Eodiattomus jatonicus， Bos-
mina longiγostγis， K eγatella cochleaγis， Ce叩 tium
hirundinella で、植物性では Microcystis inearta， 
Staurastrum taradoxm である。本池に出現するプラ
ンクトン相およびその出現量ならびに水理学的条件より
みて調和型の中栄養性の傾向が認められる。
9) 大谷新池に出現する動物性プランクトンでは榛

脚類2種、枝角類2 種、輪虫類10種、原生動物3 種、植
物性プランクト γとしては珪藻類 5種、藍藻類2 種、緑
藻類 4種、計28種を記録した。
動物性プランクト γ中優占種は Polyarthra trigra， 
Ceratium hirundinella で、植物性としては Microcy-
stis inearta である。本池に出現するプランクトン相お
よびその出現量ならびに水理学的条件よりみて調和型の

中栄養性の傾向が認められる。
10) 池の内の大池に出現する動物性プランクトンで

は榛脚類2種、校角類2種、給虫類16種、原生動物3種
で、植物性プランクトンでは珪藻類 2種、藍藻類 1種、
緑藻類 4種、計30種を記録した。
動物性プランクトンの優占種は Eodiattomus jatoni-
cus， Cyclots vicinus， Bosmina longirostris， Astlan-
chna triodonta， Conochilus unicornis で、植物性プ
ランクトンは Melosira varians である。本池に出現す
るプランクトン相および出現量と水理学的性状からみて
調和裂で、しかも富栄養性の傾向が認められる。
11) 太郎池に出現する動物性プランクトンで、は榛郷

類 1種、校角類 2種、輪虫類10種、原生動物 4穫で、植
物性プランクトンは珪藻類 1種、重主藻類2種、緑藻類3
種、計23種を記録した。
本池における優占種は Eodiattomus jatonicus， 
Astlanch叩 triodonta，Polyarthra trigla で、植物性
プランクト γでは Melosira varians である。本池に出
現するプランクトン相およびその出現量ならびに水理学
的条件よりみて調和型の中栄養性の傾向が認められる。
12) 淡路島南部溜池群の 9調査溜池の動植物性プラ
ンクトンの種数は、動物性プランクトンが圧倒的に多
く、中でも輪虫類がその主要なものであるが、しかしそ
の出現量は動植物性ともかなり不安定で、これは外的条
件の変化によって池の環境が容易に左右されやすい事を
示すもので溜池の大きな特徴ともいうべき事であるが、
さらに経年変動を観察する必要があると思われる。
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(1965年 7月織最長)池、東岸より北西を望む山中6. 
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